


聖 餐

心 の 糧

大 管 長

ジ ョー ジ ・ア ル バ ー ト・ス ミ ス

私たちは聖餐をいただく前に，手 も

心 も清めておかなければならない。友

への憎 しみを捨て，平安な気持でいな

ければならない。そして，天父のみこ

ころを行ない，戒めをすべて守ろうと

いう思いを胸に満たしていなければな

らない。 これができれば，聖餐をいた

だくことによって祝福を受け，私たち

は再び霊的な力を受けることがで きる

だろう。

ジ ョー ジ ・ア ル バ ー ト・ス ミス

(1870.4，4-1951.4.4)

第8代 大 管 長
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大 管長 会 メ ッセ ー ジ

∴すべ て の

，、事 に就 き'で

主 な る

、『.汝 の 神 に 欝.

一感 謝 .

ガす べ ・しゴ

く鱗 ζ聖綿59φ

第二副管長

マ リオ ン ・G・ロム 三 一

§＼

386

撚讃職 億辮

.灘 職騨 蕪

り∴蕩二慧 諜欝黎量硝
た。.そ して 『感 謝 の心 に満 ちた(grate・

蹴議弊漏養鷺哩

轄懲鷺鷺 魏繍
oηα7ッ(ゾ7¶加%8玩s「 新 思 想 大 辞典 」

〔認 認
の小さな好謝 し

ても深 く感謝する。リバデ ィーの牢獄

蔓麟 輪1二見齢 動
き に注 目 して み よ う%

「昨 晩 ， 手 紙 を数 通 受 け敢 った。 土

『
マ か ら1通 ， ドン 」「西ソレ西ズ ∵象 『ミス

か ら1通 ， それ にも ・う讐 通 依 エ ドワ ー

事蕊}1惹麟 襲 灘 凝
'
った。私たち髄はその思いやり1と心から

感謝 したゐ，何の消息 も知 らされてい：な

かった私たちにとって，、この手紙は，

そよ風が心をよみがえらせて くれるよ

うな快いもあであうだポしふしゾ貧苦

nにあえぎデひ どくいためづけ られだ聖

r

徒たちの苦難を思 うと，その喜びの心

にも悲 しみの影がさすのだった。私た

ちの胸が同情の思いではりさけんばか

gで あ軌 また私たちρ目か らは涙が

とあどなぐ沸れ落ちているということ

は，言 うに及ぶまい。だが，何 らゆえ

な ぐして牢獄に幽閉 きれた者でなけれ

ば，友から6便b歩 どれなど懐 しいも

のか知 るすべ もない澄ろう。たとえど

『こか ら来た手紙であろうと
，ひとたび

友情の絆が示されると，私たちの心は

その友 とひとつ醜 る'め樹 そして・
.

過ぎ去った者のζとが走馬灯のように

次から次べと心に浮かんで く：る。か と

思 うと，その絆は稲妻のような早さで

現実をとらえ，はたまた猛 り狂 う虎の

ような勢いで宋来へと広渉 っていく・

いろいろな思いが心の中を縦横にかけ

あ ぐり，そして遂には，あらゆる敵意，

悪 意 ， 憎 悪 ，.過去 ρ争 い， 誤 鯉 ， 不 始

末 が， す べ て 勝 利 の 希 望 によ って ぬ ぐ

い去 られ て い くの で あ った 。」(Doo%・

7π6η如7：y.伍s'07：γ'げ'乃θ℃肋7凶 「教 一

会 歴 史記 録 」 第3巻 〔英 文 〕P.293)

私 た ち は， これ ま で 受 け た あ らゆ る

好 意 に対 しτ感 謝 の 気持 塗 持 つ づ きで

うり・離 それを聯 的に勤 す噛
である。確かに私たちは数知れない好

意を受けているはずである。だ寮，.私

たちがまず第一に感謝め気持を表わさ



なければならないのは，天父に対 して

でありブまたその御子，主 にして贈い

主であるイエス ・キリス.トに対 してで

あろ う。

詩篇の作者はこう歌 う。

「主 こそ神であることを知れ……感

謝 しつつ，その門に入 り，ほめたたえ

て)つ，その大庭に入れ。主に感謝 し，

そのみ名をほめまつれ。」(詩 篇100：

a，4)

またア ミュレクはゾーラム人 に向か

い， 「私の愛する兄弟 らよ。……神を

礼拝 し，神が 自分たちにたもうた豊か

な恵みを毎 日感謝 してもらいたい」止

言 った。(ア ルマ34：37，38)

ベンジャミン王 も，兄弟たちに向か

って次のように言っている。

「い…・お前たちはどのようにお前た

ちの天の王に感謝を捧 ぐべきであろう

か。

全身全霊の力をつ くして感謝と讃美

とを捧げ，お前孝ちを造 り声 前#ち を

助 けてお前たちを養い，お前たちを守

りお前たちを喜ばせお前たちが互いに

平和 に暮すことを許 したもうた神をた

たえ……」(モ ーサヤ2：19，20)

主イエストの私たちの感謝 は尽きる

ことを知 らない。'私たちは，代価を払

って買い取 られた者だか らである。か

弱い入間である私たちが，・十字架上で

も"

耐えられた主のあの苦 しみを完全に理

解することはできない。、ましてや私た

ちが罪の赦しを受けることができるよ

うにと祈、られた，・あのゲ ッセマネでの

苦 しみも，到底理解することはできな

いのである6そ の苦 しみを主御 自身が

次のように述べてお られる。 「そめ苦

しみたるや，，われ神パすなわちすべて

の中最 も大いなる者な りといえども痛

苦のために身をふるわせ，`あらゆる毛

の孔より血を湧かせ，身 と霊と両うな

がらを苦 しめゴす なわちこの苦 きさか

ずきより呑 まず して しり：ごみするも可

な らんこどを欲七た り。∫(教 義と聖約

19：18);ゴ ー＼ 二..一∵ 馳巳〆・

ざらに言ケならば∵'正義め要求を満

足させゴ罪の赦しの手だてを講ずる九

めに主が耐えちれたこの苦 しみを理解

す るのはーなおさらむずかしいことであ

る。 この苦 しみがあったればこそ，私

、允 ちは，主を信ずる信仰と悔改めによ

り罪の赦 しを受けるごとができるので

ある。 .

もし同じ苦 しみを受けたどしても，

私たちの中に耐えるζとのできた人は

いなかったであろう。いやそれゼセう

か，いかなる人といえども，また東に

なってかかった：としても， この苦 しみ

に耐えることはできなかったに違いな

い6.， ・ ，『， ・ ・㌦.，こ

「主のほかに罪を∫あがな二い得ずド

天へとわれちに，門あけた'もうコ・'輯

(「末 日聖徒讃美歌」Nα.821『街をは

なれたる青 ぎ丘に』〉"/・ ：吃=一

確かに，'救い主が私たちあたあ詑な

・されたみ業を理解する者ならだれでも

救い主を愛し，具体的にその感謝の気

持を表わ'したいと願うはずであお♂

主は教義 と聖約第59章 の啓示でデ書

うした'ら私たちが感謝の気持を表わ参

ことがで きるかを細か」く教えて鳶ちれ

る。、この啓示は，;1931年S尽 サ官1に∫;1

ミズーリ州インデ漣シヂンヌで;㌧争言

者ジまゼフ ・.スミズが受けたものであ

るσこの頃聖徒だちほジちまうと㌻オ

ンの地へと集合を開始したぼか哲オ湯

6た 。その地 ほすでに奉献されそ夢り，

神殿敷地も献納きれた後であつた。6・∵

主の啓示 は劉次⑳ように始まらそ窃

る。'∴'＼ 『一}∴ ・・ ∴9・言訊

「誠心を以てわが栄光を仰ぎ見で今

この地に集り来れる入々は∴…幸福な

るかな。 。べ'1… 詣

然り∫その足喜オシの亀の上に笠ち
し

て/.わ が福音た従い居葛者は幸福なる

かな。その者は報い左じて地あ善ぎ講

のを受けブ而も地はそれを力強ぐ笙ず

べければなわ5・・疏：∴融 ξ 露：'∵1意

またわが前た恵実紀冠で勤勉な署奢

は，層天 よ笏祝福を竃ぞ冠を受：塾畿妻，

§§サ



「すべての事に就きて
，主なる汝の神に感謝すべ し」

また誠 に少か らざる誠命とその時々に

関する啓示とを与えちるるなり。

この故 に，われ彼 らに一つの誠命を

与う。曰 く，汝心を尽 し，勢力と思い

と体力とを尽 して主なる汝の神を愛す

べ し。また，・fエス ・キ リス トの名に

よりて神に仕うべし。

汝己れの如 く汝の隣りを愛せよ。汝

盗むなかれ。また姦淫を犯すなかれ。

また，人を殺すなかれ。、また何事にて

もこれに類す る こ とを為す ことなか

れ。」(教義 と聖約59：1，3一 ∫6)

また主は，戒めとして次の言葉をつ

け加えられた。「す搾ての事に就きて，

主なる汝の神に感謝すべし。」(教義 と

聖約59：7)

その後に，ふたっの戒めが続いてい

る。 このふたつの戒めを守 るなら，私

たちは，主なる神の喜ばれる方法で感

謝の気持を表わすことができるであろ

う。・

そのふ北つの戒めとは次のようなも

のである。

第一…… 「汝誠に真にへり くだりた

る心と悔いる精神とを以て，汝の神に

義しき捧物となすべ し。」

第ニ…… 「汝なおさら充分に世の汚

れに染まざる様，祈りの家に行きてわ

が聖日に汝の聖式を捧 ぐべし。r

，そは誠にこの聖 日は，汝命ぜ られて

榔'

働 きを休み，いと高 き者に礼拝を捧 ぐ

べき日なればなり。

さりながら汝の誓言は，正 しく毎日

常に神に捧げられざるべからず。

されどこの主の聖日に於てはメ・いと

高き者に汝の捧物と聖式 とを奉 りて，

兄弟たちに向い主の前に於て汝の罪を

告白するを忘るべか らず。

而 して汝この日には他に何事をもな

すなかれ。た皮汝が断食を完からしめ

んため，言い換 うれば汝悦びを以て充

されんため，真心を ζあてその食物を

支度するこ.とのみを為すべ し。

誠にこれは断食 と祈 りにして，言を

換えて言えば悦びと祈 りなり。、.

而 して汝 ら感謝 と愉快なる心と顔容

とを以てこれを為さば，一 多 く笑い

てこれを為すなかれ，そは罪悪なれば

なり， されば悦ばしき心と愉快なる顔

容 とを以てなせ，一

われ誠に汝 らに告 ぐ，汝 らこれを為

さば地に満つるすべてのものは汝 らに

与えらるべ し。

1而 して，すべてこれ らのものを人に

与えたるは神の悦びとす るところにし

て……

およそ人何事にも神を怒 らせずまた

は何事にも神の怒 り燃ゆることなし，

たゴすべての事の中に神の御手のある

ことを告 白せず，その誠命に従わざる

者 に神 の怒 りあ り。 … …

され ど汝 知 るべ し。 正 し き業 を 行 う

者 は よ き報 い を得 ， す なわ ち この 世 に

在 りて は平 和 を得 ， 次 の 世 に 在 りて は

永 遠 の生 命 を得 ん 。」(教 義 と聖 約59：

8-16，20-23)

私 た ち に 聞 く耳 が あ り， 主 を 愛 す る

心 が あ る な らば， これ らの 戒 め に耳 を

傾 け る で あ ろ う。・そ して ，主 の言 わ れ

た方 法 で そ の戒 め を守 る こ とに よ り，

主 な る神 に対 す る感 謝 を 表 わ す の で あ

る。・主 は こ う言 わ れ た。 ・

「汝 も しわれ を愛 す れ ば
，・わ れ に仕

え わが す べ て の誠 命 を守 るべ きな り。」

(教 義 と聖 約42`・29)

(.'



畔
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旧約聖書とは何か?ま たその内容

は?大 昔の出来事の記録がなぜ今 日

で も価値があるのか?一 体，旧約聖

書は末 日聖徒にとって役立つものなの

だろうか?多 くの人は，一その膨大な

ページ数に圧倒されて，なかなか読破

することができずにいる。なるほど，

聖書の中に多 くの見なれない，名前，律

法，、慣習を目にす ると，旧約聖書はi難

解だという世評 もあながち無理でない

と思われる。ま準ある人は，含まれて

いる書の数が多 く多岐にわたることか

ら，途方に暮れてしまう6し かし，正

しい視点から見 るなら，旧約聖書 は価

値のある聖典である。それは創世の時

から 「時の絶頂」にキ リス トが降臨す

る直前に至るまで，神の選民の歴史を

次か ら次へ とパノラマのように展開し

てくれる。聖書には，歴史事項の詳 し.

い年代記 こそないが，・その代 りに，神

が人類の行 く末ならびにイスラエルの

家の歴史上重要な出来事を，見守 りた

もうととを証 している。 この記録の目

的とするところは，福音の原則と真理

およびその誓約を教える物語や証，予

言を保持す ることであっ%。 さて，旧

約聖書は，ちつの大 きな福音の神権時

代，言い換えれば啓示 と誓約の時代に

ついて述べているが，アダム，エノク，

ノア1ア ブラハムの神権時代について
/

は，要約された形で記録 されており，

一部の出来事だけが選択 して紹介 され

ている。 しかも， これらの神権時代は

すべて，創世記の中に記録されている。

その80パ ーセント以上はアブラハムの

・神権時代ならびにイスラエルの誓約の

民が定められたことに関するものであ

る。

.残りの部分の9割 以上は，第5福 音

モ ー セ か ら マ'ラ キ に 至 る

歴 史 展 望

エ ド ワ ー ド6J・ ブ ラ ン ト

セ ミナ リー ・イ ン ス テ ィチ ュー ト管 理 部

時代であるモーセの神権時代に関する

広範な記述である。この神権時代は，

イ汐ラエルの子孫がエジプ トで奴隷の

身になった時代に始まり，ユダの民が

約束の地にあって，ペルシャ人の属国

となるまで続いた。 この部分の記録は

歴史的見地か ら大きく9時 代に分けら

れるであろう。.そ してどの時期 も旧約

聖書の一部を構成 している。

まず第一がモーセの時代である。出

エジプ ト記から申命記にいたる各書に

は， モーセの青少年時代の簡単な伝記

を初めとし，エジプ トにおける寄留か

ら約束の地に入るまでの間にイスラエ

ルの子孫の受けた数 々の試練，祝福，

あるいは，彼 らの示 した従順，背反を

記録 している。この120年 の間には，

モーセ，アロン， ミリアム，エテロ，

ヨシュアが主要人物 として登場する。

ほとんどの話の内容は，細にわたっ

てみても，、この120年 のうちせいぜい

4年 分程度のものであるが，啓示によ

る誓約，.戒 め，儀式は広い範囲にわた

って列挙 されている。主が，その子 ら

をいかに忍耐強 く見守りたもうたかと

いうことは，当時の聖典の記録の中に

はっきり述べられている。主 は，子 ら

が主 とその予言者に示す忠誠の度合に

応 じて，神の王国の祝福を与えようと

されたのである。

次のヨシュア記には， カナンの：地の

征服時代のことが記 されている。㌧この

約20年 にわたる記録には， ヨシ訟アが

イス ラエル人を率いて ヨルダン川を渡

る奇跡をあらわしたことや，イスラエ

ルの支族に対するゆず りの地を確保す

るため数々の戦闘が行なわれたことが

記されている。 この時代が終 りに近づ

くにつれ，イスラエルの民は主の戒め

を安易に解釈 して忠実に守 らなかった

ため， 自らを背教者の立場に追いやる

ことになった。

第3は 士師の時代であるが， これは

士師記に要約 された形で述べられてい

る。 この何千年かの間にイスラエル人

は主にそむいたので，単独で約束の地

に定着するに当たって，主の助けを続

けて得ることがで きな くなった。(士

師記2：20-23)， そのころイスラエ

ルには王 も予言者 もいなかったので，

「人々はおのおの自分たちの目に正 し

いと思 うことを行なった。」(士 師記17

：6;21：25)

この期間に，主は事情に応 じ，また

人々の必要に応 じてしばしば人を士師

に召 し，支族内の問題解決 に当たらせ

た もうた。 ところが権力と自分の利益

を目当てに，人々を裁 く地位につこう

としたものも少な くなかった。ある者

はその支族の指導者であり，またある
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モーセからマラキに至る歴史展望

者はいくつかの支族を包含する地域の

支配者であった。

名前のあげられた15人 の士師のうち，

その士師 としての働 きを一部でも書 き

つづ られた者は8人 だけである。デボ

ラとギデオンは人々を助けるため召さ
レ ト 　

れた義人の例である。アビタ レクの話

は，不義の者が権力を追い求めた顛末

を描いている。また，サムソンの話は

主に対する献身的な信仰の例である一

方，せっか く与え られた機会を義 しく

生か し得なかった例で もある。また，

この時代にはルッが登場する。彼女は

モアブの出身の熱心な改宗者であった

が，ダビデの父方の祖母であり，イエス

・キ リス トの直系の先祖で もあった。

士師の時代は，祭司であり士師であ

ったエリに関する記述と，全イスラエ

ルの祭司，士師，そ して予言者に立て

られたサムエルの記述を もって，サム

エル記上の初めの方の章で終わってい

る。当時の人々は神の王国を神が示さ

れた様式に従 つて受け入れることを喜

ばなかった。そして長い間待ち望んで

いた予言者を拒み，世の国々と同じ慣

習に基づいて王を求めたのであった。

サムエル記上の残 りの部分はモ≒'セ

の神権時代の第4の 時期，すなわちサ

ウルの治世を詳しく述べている。40年

にわたってイスラエルを統治 したこの

初代の王の物語は，はじめは謙遜な僕

であったのが，王位につ くと高慢で嫉

妬深 ぐ，王位をないが しろにしたため

に主にみはなされた話である。 このあ

と， もうひとり油を注がれて王になっ

たダビデの話が記されている。彼が信

仰の覇者としてゴリアテを 倒 した こ

と，ま たヨナタンとの真の兄弟愛は，聖

書の中，でも有名な物語となっている。
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サムエル記下は次の時期，すなわち

ダビデの治世の記録である。彼は族長

として7年 間ユダの民を治あ，全イス

ラエルの支持を得て，主の民に君臨す

る2代 目の王となった。ダビデは国を

統一 し，エルサレムをイスラエル国の

大都とした。 しか し権勢が絶頂に達 し

たとき，彼は誘惑と情欲に負け，遂に

バテシバとの事件で殺人を犯すまでに

至 った。また，予言者ナタンの予言通

り，彼の家族 の 中 に も悲劇が相次い

だ。最終的には瞭われるという希望を

残 しなが らも，・表面的な栄光とは裏腹

に個人的な悲劇を背負ったダビデの治

世は，その幕を閉 じたのであった。 、

イスラエルはダビデの息子ソロモン

の統治のもとに黄金時代を迎える。次

の書 はそのことを述べている。列王紀

上の前半には，ソロモンの成功と失敗

が若干記 されている。彼はイスラエル

最初の神殿を建て，主た献堂 した。ま

た，イスラエルが諸国の中の強国とし

て繁栄をもた らすにつれ〆精美をこら

した宮殿，政府庁舎，要塞 も建て られ

た。

貿易と経済の中心：地となったイスラ

エルは，一方では富を蓄積できたが，

他方では，外国の影響をまともに受け

ることとなった。外交上の譲歩や王族

間の婚姻を仲介とした条約は，主の恵

みを受けられずに最終的には国の分裂

と国民の堕落を もたらす種をまいてい

たのであった。

ソロモンの死後，王国分裂時代が姶

まった。列王紀上の後半および列王紀

下の全書は分裂国家が次第に没落 して

い く有様を記録 している。ユダの支族

とその地域に住んで吸収同化されてい

たシメオン人と，ベニヤ ミン部族の半

分が統合され，ユダの王国と呼ばれる

南王朝ができた。そして北方にあった

残 りの十支族と他の一支族の半数はイ

スラエルと称する王国を建てた。 この

王国はまた，・その中で指導権を握って

いた支族め名 をと6て エフライム王国

と呼ばれることもある。

こめ時代 の聖書の記録は歴史の流れ

をだどっていくのがなかなか容易では

ない。それは一つの国について述べは

じめたかと思 うとす ぐほかの国のこと

を述べるという風で焦点が定まらない

か らである。また時期的なずれも生 じ

ている。 これは，ほんの数人の王の生

涯 に起こった重要な出来事が， このふ

たつの書に記されているからである。

北のイスラエル王国の錯綜 した年代記

は2世 紀にわたり，数ケ月から40年に

及ぶ期間，統治 した20名 を記録 してい

る。そのうち，ヤラベアム，アハブ，

エビウ，ホセアが最 も有名 な 王 で あ

る。
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主 が この 国 に立 て た も うた 予 言 者 に

は， エ リヤ(エ ライ ジ ャ)， エ リシ ャ，

ア モ ス， ホ セ ア が い る。 こ の 国民 は 建

国 か ら滅 亡 に至 る まで ， 偶像 崇 拝 を こ

と と し， 退 廃 的 で あ った 。 ま た絶 え ず

姉 妹 国 ユ ダ ま た は近 隣 の諸 国 と戦 争 を

して い た。 紀 元 前722年 ， 反 抗 的 な イ

ス ラエ ル も遂 に ア ッ シ リヤ人 の 手 に よ

り征 服 され ， 戦 い は終 結 した。 そ の ア

ッシ リヤ人 は北 王 国 の ほ とん ど全部 を

捕 虜 と して 本 国へ 連 れ 去 った。 後 に彼

らは 捕 囚 の束 縛 か ら逃 れ ， 地 図 に もの

って い な い地 域 へ 移 動 し， そ の行 方 が

わ か らな くな って い る。 そ こで彼 らは

「失 わ れ た支 族 」 と呼 ばれ る よ うに な

った 。

これ に比 べ て ， 南 の ユ ダ王 国 は21名

の王 の統 治 の 下 に， 約3世 紀 半 も続 い

た。 ユ ダ の最 初 の王 位 につ い た の は，

ソ ロ モ ンの息 子 レハ ベ ア ムで あ り， そ

の後 続 い た王 の う ち， アサ ， ヨ シ ャパ

テ， ウ ジ ヤ， ヒゼ キ ヤ， ヨ シ ヤ， ゼ デ

域 ，

爆繹

キヤなどがよ く知 られている。また予

言者 ヨエル，イザヤ， ミカ，エレミヤ

等はユダにあって主に聖別 された主の

代表者であった。

悪 の 双壁である偶像崇拝と不道徳

は，南部王国をも同 じく没落に導 い

た。 しかし，中には義 しい道をわきま

えた，力強い 指導者と言える王 もい

た。彼 らは反乱を予知 して機先を制 し

たり，また若干の改革を行 うことにも

成功 した。紀元前587年 ，ゼデキヤ王

の治世に，ユダの民の邪悪は頂点に達

し，遂にエルサレムの崩壊を招いた。

このため，民はバピロニヤ人の捕虜と

なったのであった。

注 ：歴代史上，下は，サ ム エ ル 記

上，下および列王紀上，下に記載され

ている内容と大部分対応するが，一部

補足する役割も果たしている。

ユダ王国の民め，北方，バビロンへ

の移動を契機 として，モーセの神権時

代第8期 または ユ ダ の流浪が始まっ

た。 こρ時代の聖典の記録ははなはだ

不完全なため，予言者エゼキエルなら

びにその後の王妃エステルの記録を通

じてのみ，彼 らの捕囚の身の上につい

て部分的に知ることができるだけであ

る。

その後，ユダはバビロンの手を離れ

てペルシャの隷属下に入った。ペルシ

ャ王のクロスがユダの民を約束の地へ

帰還させ るよう宣言 したと き を も っ

て，旧約聖書の物語の最後の章が始ま

る。記録係であったエズラの書な らび

に民の選ばμた総督であったネヘ ミヤ

の書は， この民の帰還実現に払われた

苦労が描かれている。

予言者ハガイと，ゼカリヤに助けら

れ，国民は初めに神殿を建て直 し，引

き続きエルサレムの再建 と聖地の回復

とに努めた。聖典に記されているユダ

の民の最終年代は最後の予言者であっ

たマラキの警告をもってその巻を閉 じ

ている。そのマラキは，昔の予言者た

ちが先祖に伝えたメッセージを繰 り返

し告げた。 しか し背教にむ しばまれた

ユダの民は，救い主が降臨するまで心

をかた くなにしたままであった。

モーセの神権時代はほとんど千年の

間続いた。この時代がモーセの名にち

なんで名づけ られた理由は，この民に

対する神の啓示された誓約と律法が，

モーセを通して下されたものだか らで

ある。モーセは当時イスラエルをキリ

ス トのもとへ導 く行ないと儀式の 「養

育掛」であった。イスラエルは主に背

いたので，律法のもたらす祝福 と恩恵

を刈 り取ることがでぎなかった。被 ら

のいくたの経験 と予言者たちの啓示に

よるメッセージは，真 のそして義 しい

原則の重要性を今なお証 している。

旧約聖書の価値について示現で教え

を受けたニーファイは， こう書いたδ1

「「この書物ぽ ユダヤ人か ら出たもの

である』と仰せになって，私 にその書

物の出て くるところが見えた。天使は

なおも 『汝の今見る書物は主がイスラ

エルの家に立てたもう誓約と，聖い予

言者たちの語 った多 くの予言 とをのせ

ているユダヤ人の記録であるが，それ'

は真鍮版に刻んである歴史に似た記録

であって，ただ真鍮版に比べてその数

が少いだけであ る。それでもその中に

は主がイスラエルの家に立てたもうた

誓約がのせてあるから，異邦人にとっ

てたいそうねうちのあるものである』

と仰せになった……」。(1ニ ーファイ

ユ3こ：23)， ㍉
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出エ ジプ ト記 か らマ ラ キ書 ま で
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穐
%、

出エジプ ト記は，エジプ トの地において捕われの身にあった

イスラエルの人々が，束縛か ら解放され，シナイにたどり着

くまでの経過を記 したものである。またそれと共に，1年 半

にわたったシナイ滞在中の出来事も幾つか記録されている。

この時代，エホバによって，諸 々の律法，儀式，神権が明 ら

かにされ，運搬のできる神殿すなわち幕屋が建造された。

レビ記には，イスラエルの人々に対する法規範(宗 教および

民事上)， 神権の権能により執行 される儀式， 慣習， 指示が

記録 されている。 「モーセの律法」に関 して捧 げ物や祭の制

度が確立 したことも説明されている。

民数記は， シナイからカナンの地に至るイスラエルの人々の

旅の模様が記 されている唯一の記録である。旅の仕度や編成

があらかた記 され，約束の地への旅の様子が詳 しく述べ られ

ている。 カナンの地の国境で謀反を起こした結果，イスラエ

ルの民は40年 の歳月，荒野でさまよう こ とを 余儀なくされ

た。この出来事については簡単にしか触れ られていない。 こ

の書は，イスラエルの人々がついにヨルダン川までたどり着 、

き，まさに約束の地に足を踏み入れんとしているところで終

わっている。

申命記は 「第二の律法」であり，モーセが人々に与えた最後

の説教を含む。また，過去40年 間にわたる歴史の幾ば くかに

触れ，数々の律法，戒め，祭りごと，儀式を再度取 りあげ，

イスラエルの将来にかかわる予言の言葉も記録されている。

ヨシュア記は， ヨシュァの時代にその全土が領土としてイろ

ラエルの民に保証 されはしなかったものの，カチ≧の地を征

服 したことを語 る。それから約束の地カナンがイスラエルの・

各支族に受け継ぎの地 として分け与え られ た こと が述べ ら

れ， ヨシュアが人々に与えた最後の教えと警告で結ばれてい

る。

士師記は， ヨシュアの死後サムエル誕生のときまでのわずか

しか残 っていない歴史上の出来事の記録をまとめたものであ

る。ルッ記 も同じ時代に書かれたが， これ は 例外と言えよ

う。 この時代，イスラエルは，歴然と背教への道を歩んでい ・

る。

ルツ記は，士師記の書かれた時代に起きたモアブの女性の改 陛

宗談を記録 したものである。

サムエル記上はサムエルの誕生に始まり，サムエルがイスラ、

エルの人々の間でなした働 きが述べ られている。また，イス

ラエル初代の王の位にあったサウルと彼の生涯に起きた出来

事が，若者ダビデにまつわる出来事をは じめとしてサウルめ

死に至 るまでを含め，この書に見いだされる。

サムエル記下は，世を去るまで王の位にあったダビデの統治 『

.〆
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を取 り扱 って い る。 イ ス ラ エル の予 言 者(サ ムエ ル，ナ タ ン，

ガ ド)の な した働 き に関 して も触 れ て い る。

詩篇は，ほとんどダビデの作であり，だれかが編集 したもの

と思われる。多 くはダビデの統治，その時代の歴史にかかわ

るものである。

列王紀上は，ダビデ王の死に続いて，彼の息子 ソロモンの統

治に触れている。ソロモンの統治時代，主の神殿が建造 され

奉献された。彼の死後，支族 と指導者の間に紛争が起 こり，

その結果王国はイス ラエル王国とユダ王国の二国家に分裂 し

てしまったのである。記録はさらに両国家における王の交代

に触れ，断片的な記事が続 く。数多 くの予言者が登場 して く

るが，中でも特にエ リヤ(エ ライジャ)を 取 りあげている。

この書は，イスラエル王国に君臨 していた王アハブー族の支

配の途中で終わっている。

.箴言は，編集面で他の著者の名があげられているが，ほとん

どはソロモンの作だとされている。俗に 「知恵文学」 と言わ

れ，啓示よりも実際的，実証的な事柄が記 されている。

列王紀下には，・fスラエル王国すなわち北の支族がアッシリ

アの手により滅ぼされていくまでの分裂国家の様子が記 され

ている。記録はさらにエルサ レムの陥落とバ ビロンに滅ぼさ

れたユダ王国の捕囚へと続 く。この時代の予言者については，

著名な予言者エ リヤ(エ ライジャ)と エ リシャが述べ られて

いるにすぎない6

注 ：旧約 聖 書 の 中 で 以下 の書 一 ヨエ ル ， ヨ ナ， ホ セ ア， イ

ザ ヤ， ミカ， ナ ホ ム， ゼ パ ニ ヤ， バ バ ク ク， オ バ デ ヤ， エ レ

ミヤー は， 紀 元 前850年 か ら紀 元 前587年 にか けて ， イス

ラエル と ユ ダ の民 の 間 で生 活 し働 い た予 言 者 た ちの 記 録 で あ

り， 主 に予 言 と各 予 言 者 の教 え が含 ま れ て い る。 予 言 者 の な

した働 き につ いて 一 部 分 しか 記 され て い な い もの が 多 い が ，

歴 史上 の 事 柄 や 物語 が 含 まれ て い る もの もあ る。

歴代志上，下は，天地創造の時代にさかのぼり，捕囚の身か

ら解放 されてユダの地に帰るまでのイスラエルの民の歴史が

簡潔に記 されている。記録の一部は概略や系図そのものであ

り，ほかの部分はサムエル記下と列王紀上，下に類似，ある

いは補足する記事が載 っている。

注 ：ネブ カデ ネザ ル の 時 代 ， す なわ ち最 初 の エル サ レム の捕

囚 が あ った 当 時(597B.C.)， ネ ブ カデ ネザ ル は ユ ダ の王 工

ホヤキンの治世に，エホヤキンと数十万のユダの民を国外に

連れ去った。(列 王下24：10-16)そ のとき捕われの身と

なった人々の中に，エゼキエルと恐 らくダニエル もいたと思

われる。ふた りは，ユダが異郷の地バビロンに捕われていた

間，偉大な指導者であった。

エゼキエル書は主として，イスラエルがバビロンに捕囚され

てか ら紀元前587年 に滅亡するまでの間，エゼキエルに与え

られた予言を記録 したものである。それと共に，祖国か ら連

、れ去 られて異郷に暮 ら した 人々の日常生活 も記録されてい

る。

ダニエル書は，ダニエルおよびダニエルと交流のあった人々

の生涯に起きた数々の出来事の叙述である。またダニエルの

予言 も幾つか含まれている。

エステル記は一般に，ユダが捕われの身にあった後期，ある

いは多数の人々がエルサレムに帰還 した後に，ペノセシャで起

きた出来事であろうとされている。

エズラ記は，クロスの治世に束縛から解放されたユダの民の

記録である。この時代，神殿が再建され，エズラは人々を組

織 し援助する権能を授けられた。

ネヘミヤ記は，エズラ記 に引き続いて書き継がれた記録であ

る。ネヘ ミヤは権限を受けてエルサレム城壁の再建を指揮 し，「

その事業は完成 した。また，彼 は人々の中にあって一連の改

革をも指導 したのである。

ハガイ書，ゼカリヤ書は，神殿再建の期間中エズラを支えた

ものである。 これ らの書 き物は，歴史や教え，予言が組み合

わさっている。

マラキ書は，ネヘ ミヤの後を継いだこの予言者手ずからの著

作である。マラキは迫 り来る背教に力を尽 くして抗 し，ユダ

の人々の中で予言を した り旧約時代最後の予言者である。

雛灘嬉 騰 麟鍵撫 熱

壽 妻

麟鮮 ノ澱 灘1
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文字の 起 源

ヒ ュ ー ・ ニ ブ レ ー

第2部

諸々の帝国の建設は，文字を書 く技

術があって可能 となった。というのは，

筆記 した文書があつてはじめて距離 と

いう障害を克服 し，統治者の言葉 と権r

威を，視界の届かない，丘を越えた地

域に及ぼす ことがセきたからである。

時間は記憶を薄れ させ るが，書 き物は

王の命令や判決の言葉を無制限に何年

も保存す る。42王 は帝国を統治するに

当って，神の仲介者であり書記である

と自称した。43

エジプトでは， 「神の書物を納 めた

家の主人」1が「天の記録保管所にある

真実の記録」44に パロの王家の名前を

書かなければ，そのパロ'は統治するこ

とを許されなかった。 この記録保管所
い の ち

は， エ ジ プ トで は生 命 め 家 と呼 ば れ).ll

万 物 の 命 の行 方 を握 る文 書 が 納 め られ

て いた 。45

初 期 の ユ ダ ヤ教 徒 やキ リス ト教 徒 の

間 の伝 承 ， あ る い は も っ と古 い他 の伝

承 の中 で ，天 の書 が 出 て くる所 で は，

王 ， 祭 司 ， 仲 介 者 が ど こで も天 界 の書

記 と して 登 場 して い る 。46パ ロ は第 一

に 「神 の書 を 知 って い る者 であ り， ま

た神 の書 の所 有 者 」47で あ った 。 エ ジ
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プ トの神下 トと同 じように，バビロニ

ヤの神であり予言者兼書記であったナ

ブも，地上で起 こるすべてのことを定
タブレツト

める運命の 「不変の平板」に万事を書

き記 したのであった。48地上の 出来事

が天上の出来事とつ じつまが合 うよう

にするために，すべてのことが書かれ

た。

事ごと'にこの書がひも とか れ た6

「あなたの前を歩んだ父祖のことを書

き;写 せよ …・・見よ，彼 らの言葉は記

録 されて文書 になっている。本を開い

て読み，また書写せよ。」49おもしろい

ことに，すべての文書の中でも最も重

要なものは，系図の記録であった。そ
いのち

して生命の家は，正に系図の記録を保

管する所であうて，それ以外のもので

はなかった。ガーデ ィナー・は，あの偉

大なピラミヅドそのものも王家の系図

上の記録を納めるために築かれたもの

であると結論づけている 。50

書物を写 したり研究したりする生命

の家は，太初か ら大学に非常に類似 し

た場所であうた。51こ こですべての学

問上の疑問が解決 したか らである。52

生命の家は 常 に神 殿の一部に設けら

れ，諸々の書には太古の詩が載 ってい

た。∴・…エジプ トの神殿参拝に欠かせ'

ない役割を果た噛した詩人の仕事は，明 『

けの明星と共に創造の歌を歌 うことで

あった。5置当然のことながら讃美歌は

音楽に合わせて歌われた。それで一部

の学者は，最初の文字は楽譜からきた 『

ものだと主張 している。54讃美歌は神

聖な仲間の間で歌われた。すなわちコ

ーラスで歌われた。 このようにして，

詩，音楽，舞踊が神殿で始まり，世界

に広まっ'ていったのである。

創造の讃美歌は，毎年神殿で上演さ'

れた壮大な演劇の一部であった。祭儀

的な運動競技によつて，'人類の堕落 と

願いが表現された。 この競技で勝 つた

覇者は，祭司であり王であった。そし

てこのときに勝者の載冠式 と結婚式が

行 なわれた。 これが政府の始まる源で

あり，政府の中心であった。

この催しにはすべての人種が参加す

るように求められていたので，遠方の

各地か ら持ち寄った品々が忙 しく交換

された。いろいろな形の富を，'神殿が

受領できる捧げ物に変える必要があう

たことか ら銀行と両替の機能を果だす

業者が現われた。

神殿は天文台として存在するように

なり，あらゆる事柄が暦と天体に結び

つけられたことか ら，数学が隆盛をき

わめ，天文学は花形の学問であった。宗

教上の諸儀式は，生者のためだげでな・

く死者のためのものでもあつたので，'

歴史も花形であった。'この世を去った ㌧

偉人のために記念碑 を造ることか ら，'

肖像画，彫像，絵画の技術が進歩した。

神殿の建物は宇宙の尺度のひな型であ

って，その設計と測量は極めて重要な

事柄であった6そ こで神殿の建築は人

々の最大の関心事となった。また神殿

の中心点か ら全地が測量され，分配さ

れたので，地理学は必須の学問であつ

た。』「はじめにひとりの神がホルスに，

エジプ トの：地を受け継ぎの：地としてあ

なたに与えようと約束されだ。 これは，

万物の主の命令により，書物に書き記

された。一土：地を分割するにあ.だつて

は，文書によって布告された。」55』『

生命の家で書かれ写された書物は/

.・伺 じく生命の家で討論され，哲学の開

始を見たが，その内容は主として宇宙

論と自然科学の分野であった。要約す
ザれば

，'現在め文明の中で神殿に起源を

持たない分野は全 くないと言える。てi



れは全 く文字の力 の お か げなのであ

る。

.しかし，文字の本当の起源は，ジー

クフリー ト。ショッ トが指摘するよう

に，今後長い間，あるい綜多分永遠に

推測の域を出ないに違いない。56それ

でもすべての学者がただ推測している

にすぎないということを知って懸念を

抱 く必要はない。なぜな らどんな学問

も推測 し;討 論することによってはじ

めて進歩 していくからである。

私たちが弁解 じみた断りもせず展開

した論旨の口火 もここにあった。万事

が極 あて不確定であり，言及 されてい

ない事柄について言 うべきことがた く

さんあるか らである。学者たちが全 く

活路を見いギすことが徳 ずに行 諦

まっているξ)嫉 証準が欠如 している

ためである。そ，こで学者はすべての証

拠を考察しようと試みるであろう， し

かもそのとき自然科学 に含まれないも

Qに ついても取 り上げるだろう，と人

は考える。他の道がすべてふさがって

いれば，無視 されている道を一部切 り

開いて，今だかつて問われなかった質

問をす るのが賢明な方法である6、考 え

られるものをあげてみよう。

1.文 字の面で も進化論が成立する

という説には，大 きな考え方のギャッ

プがあるが， これをどう説明すればよ

いのだろうか。絵か らアルファベット

の使用に移行 した ことを示す実例はど

こにあるのだろうか。

2.突 然象形文字が出現 し，続いて

セム語系のアルファベ ットが出現 した

ことについてはどうだろうか。いずれ

も登場 したときすでに完全に発達 した
ハ

アルファづ ット.であった。 これ らの文

字が人の発明したものであり，天才の

作であることは一般に認 め ち れ てい

て， しか も進化説を裏づける証拠が存

在 しないのに，なぜ長期にわたる遅々

とした，偶然の所産であり，無意識の

うちに作 られた文字の進化過程を仮定

しなければならないめだろうか。

3.最 古の文字は，文字について語

る最古の伝説と深い関係がある。普通

の好奇心に富んだ学者ならそういった

伝説を調べるように提案 しないだろう

か。アルフベ ットの起源は，フェニキ

ヤ人に発 しているとするギ リシャの伝

説が忠実であることを否定する学者は

いない。では他の諸伝説 も真剣に吟味

して，少な くとも新 しい事実が現われ

るまで，取 り組むべきではないだろう

か。

4.な ぜ古代の人たちは，口をそろ

えてアルファベットを含めた文字の起

源が天にある，と言 っているのだろう

か。

5.な ぜ太古の記録文書は皆共通 し

て神殿で発見されるのだろうか。また

必ず宗教上の事柄を記 しているのはな

ぜだろうか。

6.読 み書 きはなぜいつ も天の意志

を解釈することと結びついているのだ

ろうか。

7.、 「文字の本質 には，何か驚異的

なもの，神秘的なものが伴 っていて，

絶えず思慮 ある人々の心を強力に引き

つけていた。」 ゼーテは こう書いてい

る。で1まゼーテはなぜ，無意識の中に

「機械的な」操作の所産である最初の

真実の文字が， 「ごく取 るに足 りない

つまらないことしか伝えていない」 と

主張するのだろうか。それほど 「驚異

的なしか も神秘的なもの」が，ごくつ

ま らない目的のために，平凡な過程で

発明されーたのだろうか。

8.書 き記 された象徴に超自然的な

力があると信 じる信仰は極めて古 く，

矢印の発明の時代にさかのぼる。太古

の文字が人 と獣の上にふるま った奇跡

的な，あるいは不畢議な力を考慮 しな

いで，初期の文字の本質を認識できる

だろうか。57

9.最 初の文字は，・エジブ トの第一

王朝の確立 と共に，完全に発達 した形

で出現 した。 しかも，シ ョッ・トによれ

ば，およそ進化 したとは言えないほど

発達 し，矛盾のない姿をとっていた。

統治と権勢の道具に欠 くことのできな

い 「王の秘密」としての文字の意義は

どこにあるのだろうか。

10.な ぜ文字はいつ も神秘であり，

一部の人の間にしかわか らない穏密で

あり，王や祭司の独占物なのだろうか。

丁文字が果たす本当に驚異的な役割
，

すなわち思想を刺激 し，保存・し，伝達

することは……実務家には全 く興味の

ないことであった。書記や商人は，取

引の記録，個人的な手紙，学校の宿題

等を無期限に保存し，際限な く伝えて

いっても何の意味もないものであると

考え，定期的に廃棄した。」58ではなぜ

このような書記や商人が文字を発明し

たと言われるのだろうか。

以上の10の 質問をあげれば，私達の

推論を正当化することができよう。エ

ジプ ト人は文字の中に絵を持ち込んだ

ので本当のアルファベッ トを持 ってい

なかったと主張する人々は，エジプ ト

人が，望むときには絵を除外すること

ができたし事実何度 も除外 しているこ

とを無視 しているようである。エジプ

ト語を話すエジプ・ト人にとって，アル

ファベ ットがあればそれで十分であっ

た。ちょうど子音文字だけでセム系の

言語が十分読 めるのと同 じである。も

し一歩譲 って他の記号が必要であった
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としても，なぜ不便な絵文字や音節文

字がいすわって，経済的で効率のよい

アルファベ ットの使用をさえぎらなけ

ればならないというのだろうか。

象形文字(「聖刻文字」)を 使用 した

人々は，その当時の同国人を対象に書

いただけでな く，他の人々をも読者に

考慮していたと私は申し上げたい。例・

えば多 くの初期の副葬品は，まだ生ま

れていない遠い未来の世代に語 りかけ

ている。表意文字，すなわち絵がな く

ても，学識のあるエジプ トの書記は，

当時それを読むことができた。 しかし

今 日私たちはその絵がなければエジプ

ト語が決 してわか らないのである。

もしエジプ ト語が複合性を持 ってい

ることか ら全 く独特な言語であるとす

るなら，エジプ ト語の意図するところ

も独特なものであろう。すなわち，他

のどの言語よりも広 く人々に伝達でき

るという点においてである。この理論

を支持する証拠は数多 くあるが，ここ

にそれをあげることはできない。恐 ら

くエジプ ト人は，終極的にメッセージ

が理解されるようにするため，意識的

に十分すぎるほどの資料を私たちに残

したのであろう。

エジプ ト語 に起源を有 し，西洋世界

全体に使用されたセム語系のアルファ

ベ ットについて言えば，きわめて驚 く

縛きことに，聖典を，しかもほかで もな

い私たちの聖典を記録するというただ

ひとつの目的のために，発明されたと

思われる。ゼーテは，モーセがセム語

のアルファベ ツトを発明したのかも知

れない，と述べている。ゼーテはその

考えを支持す るため，ユーポレモスと

いうユダヤ人の言葉を引用している。

同時にユダヤ人の伝統に圧倒的に通じ

た権威者にぶれば，モーセでな くアブ

39◎

ラハ ムが ア ル フ ァベ ッ トの発 明者 で あ

る と して お り， 一 部 の人 は ア ブ ラハ ム

は エ ノ クか ら引 き継 い だ と して い る こ

とを 付 記 しよ う。

近 年 数 々 の新 しい アル フ ァベ ッ トが

近 東 で 発 見 され て い る。 いず れ も紀 元

前2，000-1，500年 の もの で， 「明 らか

に個 人 が 発 明 した もの で あ る。」59個人

が 発 明 す る こ とが あ って お か しい だ ろ

うか 。 ひ とた び発 明 で き る こ とが わ か

れ ば， 自分 の ア ル フ ァベ ッ トを作 るの

は全 く 自由で あ る6近 代 で もア ル フ ァ

ベ ッ トが 発 明 され て 重 宝 され て い る例

が 幾 つ もあ る。 しか し，，最 も古 い もの

は カ ナ ン の ア ル フ ァベ ッ ト で あ り，
ト ゴ ラ ヨ

「律法が古代に起源を有す ることを明

らかにする証人」60である。 一部の人

は，象形文字に匹敵するくらい古い，

あるいは，それ以上に古いと考えてい

る。61

この状況を慎重に考察 した結果，聖

典を決 して軽ん じてはならないと言 う

ことができよう。どの宗教 も信 じてい

ない，従って何 ら宗教の抱東を受けて

いないことを誇りにしている学者が，

聖典の中に，なかんず く私のたち聖典

の中に文字の起源を真剣に探っている

ことは，注目に値することである。今 日

標準聖典を読む者は誰で も，時の初あ

か ら記された神の言葉を前にしている

のである。聖典は今 日まで発見 された

ものの中でも，文字の起源に迫 る最短

距離の研究資料を提供 しており，最良

の手がかりを与えているのである。
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46.H・ ツ ィメ ル ソ ， 「襖 形 文 字 と旧 約 聖 書」

(ベ ル リ ソ，1903年)， 『P.43

47.ピ ラ ミ ッ ド ・テ キ ス ト， 第167d.

48.B・ マ イ セ ネ ル， 「ノミビ ロニ ア とア ッ シ リ

ア 」(ハ イ デル ベ ル ク，1927年)，H，125

49.A・ ガ ー デ ィナ ー， 「エ ジ プ ト考 古学 ジ ャ

ーナ ル 」1(1914年)P .25

50.A・ ガ ー デ ィナ ー， 同上 誌11：4

51.S・ シ ョ ッ ト， ゼF一 テ の 「絵 か ら文 字 へ」

(1964年)の あ とが き'乳P.71

52.A・ ガ ー デ ィナ ー， 「エ ジ プ ト 考 古 学 ジ ャ

ーナ ル 」
，24：158，174以 下
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53.W・ オ ッ トー， 「詩 歌 」(ダ ル ム シ ュ タ ッ ト

学 術 書 籍 協 会 ，1961年)

54.F・M・ ハ イ シ ェ ツ タイ ム ， 題 銘 学 ，An.

刈 ，1-4(195b年)，p.111-15

.55
.S・ シ ョ ッ ト.， セ ツ に 対 す る 勝 利 ，P.16

56.S・ シ ョ ヅ ト， 歴 史 と古 代 学 の 研 究 ，vol・

xii(ヒ ル デ シ ャ イ ム ：G・ オ ル ム ス，1964

年)，P.83

57.西 部 政 治 季 刊 誌2(1943年)P.329-39

「矢 ，狩 人 そ して 国 家 」 で 詳 し く 紹 介 し

た 。 イ ソ プル ー ブ メ ソ ト ・エ ラ56(1953年)

P.90-91，150-2，191-5，150，266tに

も掲 載・した。

58.イ ソペ ル ー ブ メ ソ ト ・エ ラ，58(1955年5

月)P。307-8か らの 引用

59.A・ ジ ル ク，「 「ドイ ツ 東 洋 学 協 会 誌 」100

：520

60.H・ トル ・シナ イ ， 「ユ ダヤ 季 刑 レ ビュ ー・」

41：296

61.P・ モル デ イ ト， 「ユ ダヤ 季 刊 レビ 』 一」

2：575

*ニ ブ レー博：士がこの記事の中で神殿 と呼 んで

い るものは，主 の神 殿ではな く，異教の神殿で

あ る。ニ ブ レー博士 は， 古代 の人々のすべての

伝統が，文 字が天か ら与え られた賜で あるこ と

を実例 をもって示 している。 例えぱ，エ ジプ ト

人は誤 った神 々を拝 んでいたが，彼 らの文字に

関す る言 い伝 えは真理に基づいていた。 アダム

も他 の人 々 もみたまの霊感に ょって書いたか ら

であ る。(モ 門セ6：5-8参 照)
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奴隷 の境涯 よ り

解放 した

國一一

モ ー セ

シ ド ニ ー ・B・ ス ペ リ ー

モ ー セ は人 類 に恩 恵 を もた ら した偉 大 な人 物 の 中 で も傑 出

した存 在 で あ る。 古 代 の ヘ ブ ライ人 は ，予 言 者 ， 聖 見 者 の中

で モー セ を最 大 の人 物 と して敬 って い た。 末 日聖 徒 も十 分 な

理 由 を も って ， モ ー セの 果 た した 役 割 と業 績 を き わ あて 高 く

評 価 して い る。

モー セ とそ の兄 ア ロ ンは， 立 派 な 両 親 の も と に生 まれ て い

る。 彼 らの 父母 は， ア ム ラ ム と ヨ ケベ デ で ， ヤ コ ブ の3番 目

の息 子 レ ビの子 孫 で あ った 。(出 エ ジ プ ト6：16，18，20)

従 って モ ー セ とア ロン は レ ビ人 で あ った。 後 年 レ ビ族 に属 す

る人 々 は， 祭 司 の職 に つ い て主 に仕 え る よ う特 に選 ば れ て い

る。(民 数8：5-26参 照)

レ ビの部 族 は祭 司 の部 族 と して知 られ ， ヘ ブル 人 の 間 で霊

的 な活 動 の 大部 分 を 指導 して い た 。 モ ー セ の生 涯 は， それ ぞ

れ40年 の歳 月 か らな る3つ の時 期 に分 け る ことが で き るだ ろ

う。 す な わ ち，(1)エ ジ プ ト時代 ，(2砂 漠 時 代 ， あ るい は 霊 的

準 備 の時 代 ，(3)イ ス ラエ ル の指 導 者 ，立 法 者 の 時 代 で あ る。

エ ジプ ト時代 に起 こ った 出来 事 は ， 出 エ ジ プ ト記2章 の 最

初 の15節 に ，簡 単 に ま とめ られ て い る。 そ こで モ ー セ は， 自

分 の 誕生 とパ ロの 娘 との 逸 話 ，パ ロの娘 に 引 き取 られ た こ と，

そ して エ ジ プ トび との 工 事 監 督 を 殺 した ことを 語 って い る。

残 意 奉 が ち モ ー セは エ ジ プ トの 宮 廷 生 活 で 経 験 した ことを

何 ひ とつ説 明 して い な い 。恐 ら く彼 は 当時 の エ ジ プ トの 教 育

を余 す と ころ な く受 け，外 交 術 策 に も通 じて い た と思 われ る 。

ユ ダ ヤ人 の歴 史 家 ヨセ フ ス の著 述 を信 頼 す るな ら， エ ジ プ ト

人 は ， モ ー セが 宮 廷 内 に い る間， 彼 の指 導 力 を存 分 に活 用 し

た の で あ った 。

モ ー セ は エ ジ プ トか ら ミデ ヤ ンに 逃 れ る前 に結 婚 して い た

だ ろ うか 。 これ は興 味 あ る質 問 で あ る。 答 え は恐 ら く然 りで

あ ろ う。 そ の根 拠 と して は ， ま ず 第 一 に， 若 い男 性 に と って

結 婚 す る こ とは， 特 別 な 義務 と考 え られ て い た こ とが あ げ ら

れ る。 結 婚 しな い で い る こと は， 人 類 殺 害 の従 犯 とな る こ と

で あ った。 第 二 は ， 「モ ー セ は ク シ の女 を め と って い た が ，

そ の ク シの女 を め と った ゆ え を も って ， ミリア ム と ア ロ ン は

モ ー セ を 非 難 した 」(民 数12：1)と あ るか らで あ るσ この

結 婚 は モ ーセ が エ ジ プ トの宮 廷 に い た と きに行 な わ れ た もの

で あ ろ う。

エジプ トの工事監督を殺 したモーセ(出 エジプ ト2： 犠

12)は ，パロの怒 りか ら逃れなければならなかった。そζで

今 日アカバ湾 と呼ばれる海の東岸にあるミデヤンの放牧：地に

身をか くした。(出 エジプ ト2：15)未 来の立法者が 民を救

い出すために霊的な備えを始めたのは， この地であった。

モーセの正義 と公平を愛する心は，井戸のそばにすわって

いたときの出来事によく現われている。 ミデヤンの7人 の娘

が父の羊の群れに水を飲ませようとしたとき，羊飼たちがき
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て彼 女 た ち を追 い払 った。 しか し， 「モ ーセ は立 ち上 が って

彼 女 た ち を助 け， そ の羊 の群 れ に水 を飲 ま せ た 」(出 エ ジ プ

ト2：17)の で あ った。 この よ うに娘 た ちの 権 利 を 擁i護 した

の で，彼 は ミデ ヤ ン の祭 司 エ テ ロ の家 族 の一 員 とな った 。(出

エ ジ プ ト2：18-22)こ こで モ ー セ は エ テ ロの 娘 チ ッポ ラと

結 婚 し， ゲ ル シ ョ ム とエ レア ザ ル の ふ た りの息 子 を 得 た。 モ
ほうこう

一 セ は エ テ ロの羊 の群 れ を飼 う者 とな って ， 荒 野 を 彷 径 し，

放 牧 に適 した所 を捜 さな け れ ば な らな か った 。

エ テ ロは モ ー セ の生 涯 と業績 に非 常 に大 き な影 響 を与 えて

い る。 旧 約聖 書 は エ テ ロを 「ミデ ヤ ン の祭 司 」 と呼 んで い る

が， ジ ョセ フ ・ス ミス を 通 して 与 え られ た 近 代 の啓 示 は， エ

テ ロの 神権 に 明 るい 光 を投 じて い る。 教 義 と聖 約84章 に よれ

ば ， モ ー セ は τ妻 の 父 な るエ ツ ロ(エ テ ロ)の 手 よ り… …聖

な る神権 」 を 受 け た の で あ る 。(教 義 と聖 約84：6)こ の こ

とか らエ テ ロは 大 祭 司 の 職 に あ って ， ミデ ヤ ンで 教 会 の支 部

を 管理 して い た と信 じる ことが で き る。(霊 感 訳 出 エ ジ プ ト

ユ8：1参 照)

古代ヘブル人から最も偉大な予言者

と敬われていたモrセ は，

主から，イスラエルを奴隷の境涯から解放し，

後にジ ョセフ ・ス ミスに導きを与えるという

驚 くべき任務をまかされた。

エテロの神権がカレブとエリフを通 してメルケゼデクとノ

アに達 し，続いてアダムにさかのぼることは注 目に値する事

実である。(教義 と聖約84：7-16)彼 がメルケゼデク神権

を持っていたという事実か ら，私たちは ミデヤンにイエス ・

キリス トの教会があったと信 じるものである。 これは驚 くべ

きことである。 この当時旧約聖書は教会について何 も述べて

いないか らである。 しか し，幸いジョセフ ・ス ミスのおかげ

で，エテロが聖典を持 っていて，モーセが家族の一員となっ

たとき彼に福音を教えたと考えることができる。

モーセがイエス ・キリス トの教会の会員になったという考

えは，私たちと信仰を異にす る教会外の人々にとって，異端

思想であると思われ るか もしれない。 しかし福音を知ってい

る者には，理にかなった結論であるσ もっともこの考えに対

して，次のような興味ある質問が生 じるであろう。いつだれ

が福音を ミデヤンの人々に伝え，教会がそこに設立されるに

至 ろたのだろうか。モーセがイスラエル人を奴隷の：境遇か ら

救い出し，荒野時代 どのようにして教会全体(ミ デヤン以外

にも支部があったと仮定 して)を 管理 したρだろうか。

以上の質問について考えるとき，メルケゼデクがアブラハ

ムの時代に教会を管理 し，什分の一をアブラハムか ら受け取

った ことを銘記すべ きである。(創世14：20参 照)モ ルモン

経(1ニ ーファイ17：35)は ゴパレスチナで福音が説かれた

が，大部分の者が拒んだことを示 している。従 って，神の教

えを宣べ伝える者たちは，モーセが ミデヤンで発見 したもの

以外にも各地に支部を築 くことができたと考えることができ

よう。

エテロがモーセを教え導いた霊的な訓練は相当なものであ

ったにちがいない。その結果ついには主御 自身ゐ埴 接 モーセ

を教え，予言者の職に召されるに至 ったのである。モーセは
かた

エテロの羊の群れを西の方，荒野の中へ， 「神の山ホレブ」

へ連れて行 ったようである。(出エジプ ト3：1)こ こで主

は燃えるしばの中からモーセに現われ，エジプ トに行って主

の民を奴隷の境涯から救い出すように命じられた。

その出来事のあった直後 に，主 はモーせを 「いと高き山」

に導 き，彼 と 「顔を合わせて」語 られた。(モーセ1：1，2)

モーセのこの山上での経験は驚 くべきものであり，私たちは

これを決 してないがしろにすることはできないだろう。

人が神と顔 と顔を合わせて話すことができることは，モー

セだけでな く，ジェレドの兄弟など他の人々も証明している。

(イテル3：6-28参 照)主 が顔 と顔を合わせて語 られた

以上，これ らの人々は並はずれて高い霊性を具えていたにち

がいない。主 は直接 モーセに会われただけでなく，モーセを
わざ

「わ が子 」 と呼 び(モ ー セ1：4) ， 主 の手 に成 る工 の多 く

を示 され た 。(モ ー セ.1：4-5)ま た モ ー セ に 「汝 はわ が

生 み た る独 子 の生 写 し な り。 わ が 生 み た る独 り子 に今 も将 来

も救 い主 と な らん 。… …」 と言 わ れ た 。(モ ー セ1：6)主 は

モ ーセ に この 世 と 「創 らる るす べ て の人 の子 らと嘗 て 創 られ

しす べ て の人 の子 ら」 を 見 せ られ た。 モ ー セが 「い た く驚 き

怪 し」 ん だ の も無 理 か らぬ こ とで あ っ た 。(モ ー セ1：8)

主 はそ の と き しば ら くの間 モ ニ セ の所 か ら離 れ去 られ た。

す る と偉 大 な立 法 者 は力 尽 きて 地 に倒 れ 伏 した。 モ ー セ は神

の み前 に あ って 人 は無 に等 しい こと を認 あ， 神 を見 た の は 肉

眼 で は な く， 霊 の眼 で 見 孝 の で あ る と言 って い る。 も し肉眼

で 見 た ので あれ ば， モ ー セ は神 の み前 に あ って枯 れ しぼ み，

死 ん で いた こ とで あ ろ う。

次 に モ ー セ は， 自分 を拝 ませ よ う とす るサ タ ン と戦 う こ と

に な った 。 モ ー セ は ル シ フ ェ ル を認 め， 独 り子 の み 名 に よ っ

て 退 け と命 じた 。(モ ー セ1：12-22)

神 の栄 光 が 戻 っ た と き， 主 は モ ー セ に ， あ な た は 多 くの海

よ り も強 くな り》 イ ス ラエ ル人 を束 縛 よ り解 き放 つ だ ろ う，

と言 わ れ た 。(モ ー セ1：25，26)次 に モー セ は み た ま に よ

って地 と この世 に住 む す べ て の人4， そ して 陸 と呼 ば れ る多
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くの土地を見ることをゆるされた。(モーセ1：28，29)モ

ーセはこれ らのものを見，どうしてこれらのものを造 られた

のですかと主に説明を求めた。そこで，神が神の独 り子によ

って無数の世界を創 られたことを知 らされたが，主はこの世

とそこに住む民について簡単に話 されただけであった。

そのあとで，モ ー セ は 神のみ業の目的をはっきり示され

た。 「見よ， これわが業にしてわが栄光，すなわち人に不死

不滅と永遠の生命とをもた らすなり。」(モ ーセ1：39)こ れ

は非常に重要な聖句である。

この節は，他のどの聖句にも優 って，子 らに対する主の愛

をよく説明している。

モーセの求めに応 じて(モ ーセ1：36)主 はこの地とその

民に関することを説明された。(モ ーセ1：40，41)さ らに

モーセは主が語 られた ことを書 き記すように命 じられた。

モーセの生涯の第3の 時代は，イスラエルの指導者，立法

者として働いた時期であった。 ミデヤンでの類まれな霊的経

験に強められ，備えられて，モーセはエテロに別れを告げ，

妻子と共に，主から求あられたとおりエジプ トへ帰って行っ

た。そして途中で，主に命 じられて出てきたアロンの出迎 え

を受けた。モーセは自分の代 りに語 るアロンに主の言葉を告

げた。そしてエジプ トに着 くとモーセとアロンは，イスラエ

ルの長老を集めて民に関して告げられた主のメッセージを伝

えた。民はふたりの言葉に非常に感動し，伏 して礼拝した。

(出エジプ ト4：10-31参 照〉
』イスラエル人を奴隷の状態か ら解放するようパ

ロを説得す

るにあたって，モーセとアロンが起 こした力強い奇跡と不思

議な業はあまりにもよく知 られているので，ここで繰 り返す

必要はないであろう。ただ一言つけ加えるな ら，エジプ ト人

の長子が死ぬに及んでパロはイスラエル人が家畜と共にエジ

プ トを去ることに同意 したが(出 エジプ ト12：30-33)， イ

スラエル人が完全に自由に逃れることができたのは，エジプ

ト人の軍勢が紅海で滅んでか らあった。イスラエル人はそこ

で 「主とそのしもベモーセとを信じた」(出エジプ ト14：31).

と伝えられている。

荒野に入るとモーセは，・fスラエル人の霊的な姿勢 を根本

か ら変える必要があることを悟った。あまりにも長い間エジ

プ ト人や異教徒の宗教 とその慣習に接 してきたので，腐敗 し

て しまっていたか らであった。(金 の子牛を造った話が出エ

ジプト32：2-9に 出ている)主 はモーセに， 民に次のよう

に言えと命 じられた。

「それで， もしあなたがたが， まことにわた しの声に聞き

従い，わたしの契約を守 るならば，あなたがたはすべての民

にまさって，わたしの宝となるであろう。全地はわたしの所
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有 だか らで あ る。 あ な た が た は わ た しに 対 して 祭 司 の 国 ど な

り， ま た聖 な る民 とな るで あ ろ う。」(出 エ ジプ ト19：5，6)

イ ス ラエ ル人 は十 戒 と他 の教 えを 受 け た と き， 宗 教 の基 本

を教 え られ た の で あ った 。 一 部 の人 々 は疑 い もな く教 会 に 加

入 したが ， 多 くの 人 が 加 わ らなか った こ と も明 らか で あ る。

ま た ふ さわ し くな い とみ な され て い た人 もあ った に ち が い な

い。(1コ リン ト10：1-8， 教 義 と聖 約84：24)し ば ら く

して少 な く と も一 部 の者 に ，福 音 の 一 層 高 い儀 式 が モ ー モ に

よ って 明 らか に され た。

も、しイ ス ラエ ル人 が ， モ ー セ の望 ん だ ホ うに一 致 して教 会

に加 入 して い れ ば ， 世 界 の歴 史 は大 幅 に書 き変 え られ て い た

で あ ろ う。 しか し， 残 念 な が らそ の民 は 「そ の心 を頑 固 に し

た 」(教 義 と聖 約84：24)の で あ った。 民 が 金 の子 牛 を拝 ん

で後 ， 主 は モ ー セを民 の中 か ら取 りあ げ， 聖 な る大 神 権 を も

取 り上 げ られ た。 そ して 小 神権 だ け残 され た 。

よ く知 られ て い る よ う に， モ ー セ は カ ナ ン に入 る こと を主

か らゆ る され な か った 。 しか しモ ー セ は荒 野 で 死 ん だ の で は

な か った 。 予 言 者 エ リヤ(エ ライ ジ ャ)と 共 に変 貌 の 山で ペ

テ ロ， ヤ コブ， ヨハ ネに現 わ れ た こ とか らわ か る よ うに(マ

タイ17章 参 照)， 主 に よ っ て身 を 変 え られ た の で あ る。 モ ー

セ とエ リヤ(エ ラ イ ジ ャ)は ， それ ぞ れ持 って い た権 能 の鍵

を.3人 の使 徒 に授 け た が， そ うす るた め に は， ふ た り は骨 肉

の 体 を 持 って い な けれ ば な らな か った 。 この場 合 ， ふ た り は 、

変 え られ た身 体 を持 って い た の で あ った 。(「予 言 者 ジ ョセ フ

・ス ミス の教 え 」〔英 文 〕P.158)

モ ー セ もエ リヤ(エ ライ ジ ャ)も キ リス トの復 活 の と き共

に復 活 に あ ず か った 。(教 義 と聖 約133：55)恐 ら く瞬 く間

に， 身 を 変 え られ た状 態 か ら復 活 した状 態 に変 え られ た の で

あ ろ う。

モ ー セ は1836年4月3日 カー トラ ン ド神 殿 で予 言 者 ジ ョセ

ブ ・ス ミス とオ リバ ー ・カ ウ ドリに姿 を 現 わ して い る。 これ
し

はこの神権時代における最 も重要な顕現である。教義と聖約

110：11に は次のように記されている。「……モーセわれ らの

前に現われ，世界の四隅よりするイスラエル人の集合と北の

国より十の支族を導き来 ることの鍵iをわれ らに委せ り。」

今の神権時代ど昔の神権時代におけるモーセの働きを考え

るとき，私たちは次の聖句を思い起 こすことであろうσすな

わち， 「イスラエルには， こののちモーセのような預言者は

起 らなかった。モーセは主が顔を合わせて知 られた者であっ

た。……」(申命34：10)

スペ リー博士 は.元 ブリガムヤ ング大学

宗教部部長で.現 在退 官 している6BYU

第8ス テーキ部 の祝福 師である。

」

義
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旧 約 聖 圭
口

狛75-76年 度(日 曜学校福音 の教義 ク ラス)の 旧約

聖書学習 コrス の読書課程 は，以 下 の通 りです。.，

課 タ イ ト ル

1.イ ス ラエ ル を率 い るモ ー セ の 召 し

2.奴 隷 のか せ を はず す

3.奇 蹟 の神

4.人 格 者 ， モ ー セ

.51教 会 と家 庭 の秩 序

6.十 戒

7.安 息 日 ：契 約 の しる し

8.イ ヌ ラエ ル に対 す る神 の契 約

9.レ ビ記 ：偉 大 な 養 育 掛

1α 神 は荒 野 で 民 に備 えを させ た

11.バ ラ ムの 滅 亡

12.従 順 に よ って 晟 長 す る

13.愛 は律法を満たす

14.健 康に関する主の律法

15.契 約 を結 ぶ民

16.エ リ コの 陥落：

17.シ ケ ムで の誓 約 、

18.約 束 の子 ， サ ム ウ ン

19.、ル ツ とボ ア ズ ：無 私 の 愛

20.サ ム エ ル の召 し

読 書 課 程

出 エ ジ プ ト1副6

特 に13，4

出 土 ジ プ ト7-12

出 エ ジ プ ト13=16

出 エ ジ プ ト16， .、17

出 エ ジ プ ト18，19

出 エ ジ プ ト2q-

24， 申 命5・

出 エ ジ プ ト25-31

出 エ ジ プ ト32-40

レ ビ15-26

民 数1-15

民 数22-36， 特 に

22-24

申 命1：1-4：
-

43

申 命4：44-28：

68

申 命14： レ ビ10，

11

申 命29-34

ヨ ジ ュ ア1-9

ヨ シ ュ ア10-12，

24

士 師1-16

ル ツ1-4

サ ム エ ル 上1-3

21.聖 な る もの を軽 ん じな い

22.主 は心 を見 られ る

23.ダ ビデ とサ ウル ：そ の生 涯

24.ダ ビデ と ヨナ タ ン ：真 め友 情 の価 値

25.誘 惑 に立 ち 向か う

36.神 殿 ：イ ス ラエ ル の礼 拝 の 中心

乞7.テ シベ び とエ リヤ(エ ライ ジ ャ)

28.ヨ ブ ：苦難の中の信仰

29復 活の約束

30.主 はわ た しの光

31.神 よ り授 か る知 恵 の賜

32.'永 遠 の 価値 あ る もの を 求 め る

33.主 に 学 ぶ ヨ ナ

34.ヨ エ ル と ミカの 予 言

35.イ ザ ヤ と メ シ ヤ

36.イ ザ ヤ と末 の 日

37.弟 子 で あ る こ とに よ り払 う犠 牲

38.新 し くか つ永 遠 の誓 約

39.主 に立 ち帰 り， 生 き る

40.見 守 る者 の責 任

41.信 仰 の人 ， ダ ニ 午 ル

42.従 順 に よ って得 る一致 と力

43.エ ス テ ル と家 族

44.啓 示 の窓

これ を機 会 に ，

し ょ う。

サ ム エ ル 上4-7

サ ム エ ル 上16

サ ム エ ル 上16-31

サ ム エ ル 上18-

20，23

サ ム エ ル 下1-12圏

列 王 上1-11

列 王 上16-22， 列

王 下1，2・

ヨ ブ

ヨ ブ14：14，119=

25-27

詩 篇2，8，23，

27，73，84，118，

121，145-50

箴 言1-4，6，

8-10，16

伝 道

ヨ ナ

ヨ エ ル ， ミ カ

・fザ ヤ6，7，9，

11，40，52，53

イ ザ ヤ1-5，10，

11，29，49，52，

65：17-25

エ レ ミ ヤ1-20

エ レ ミ ヤ21-45

エ ゼ キ エ ル

エ ゼ キ エ ル3：17

-21 ，33-48

ダ ニ エ ル1-12

エ ズ ラ ， ネ ヘ ミ ヤ

エ ス テ ル1-10

マ ラ キ

旧約聖書を新たな観点か ら学ぶようにしま
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「逸 話集 ， 近 代 の 使徒 の 生 涯 よ り」
※ レオ ソ ・R・ ハ ー トシ ョ門 ソ 編 「逸 話 集 ， 近 代 の 使 徒

の 生 涯 よ り」(Eκ0θ ρ'∫0%σ1翫07∫ θsF70彫 魏 θL∫ 彬3

0ヅ0%7五 ρos〃 θs)ソ ル トレFク シテ ィ ー， デ ゼ レ ト

出 版 社 ，1973年 ， 許 可 を得 て 転 載。

オ.ル ソ ン ・F・ ホ イ ッ ト ニ ー

略歴

ホ イ ッ トニー 長 老 は ，1855年7月1

日ユ タ州 ソ ル トレ「 ク シテ ィー で ， ホ

レス ・キ ンボー ル ・ホ イ ッ トニ ー とヘ

レ ン ・マー ゼキ ンボー ル の 間 に誕 生 。

ソル トーレ肝 クの学 校 と デ ゼ レ ト大 学

で学 ぶ 。、の ち に ユ.タ大 学 総 長 と な る 。

ヨー ロ ッパ で3度 伝 道 した が ，3度

目の と き に は伝 道 部 長 と して 伝 道 部 を

管理 した。

24年 間 ソ ノヒトレー ク シテ ィー の第18

ワー ド部 監 督 と して 働 き ， そ の後 十 二

使徒 に 召 さ れ る 。

聖 任 は1906年4月9日 ， ジ ョセ ブ ・

F・ ス ミス に よ って な され た 。55歳 の

とき ぞ あ る。 ホ イ シ トニ ー長 老 は ユ タ

州 ロー ガ ンの ブ リガ ム ・ヤ ング ・カ レ

ッ ジで教 え ， ヒー バ ー ・C・ キ ンボ ー

ル と ロ レ ンゾ ・ス ノー の 伝 記 を 著 わ し

た 。

数 あ る著 作 の 中 で も傑 出す る の は ユ

タ州 史で あ る。 彼 は 卓越 した 演説 家 ，

有名 な著 述 家 で あ ろ た。 自作 の 詩 を 朗

読 して は聴 衆 を魅 了 した が ，青 年 時 代

に は演 劇 に深 い 関心 を持 ち ， 「ホー ム

ドラブ劇 団」 で 主 演 した り，歌 を 歌 い ，

政 治 活 動 にも 参 加 レた。

1934年5月16日 ， ユ タ州 ソル トレー

ク シテ ィー で 心 臓 発 作 の た め死 亡 。

これ らの物語 はホイ ッ トニー長老 の

回顧録か らの引用で ある。

¶!噂!'

ドそれ はあなた

しだ い で あ る」

そ の と き， よ り高 い源 か らの驚 くべ

き顕 現 ， 訓 戒 ，無 視 す る の も不 可 能 な

こ とが や って きた 。 ペ ン シル ベ ニ ア州

ラ ン カス タ ー郡 の コ ロシ ピア とい う小

さな 町 で 私 が ベ シ ドに横 に な って い た

と きの こ とで ，そ れ は夢 か ， そ うで な
も

け れ ば 夢 の 中 で の 示 現 だ った 。 私 は ゲ

・セ マ ネの 園 にい て ・ 苦 肉 す 磁 い主 .

を 目撃 して い たの だ と思 う。 私 は人 を

見 る乏 き と同 じに は っ ぎ り'と， 救 い主

を 見 た 。、『私 が 前 方 の 木 の 陰 に立 って い

る と， ・f'エス が ペ テ ロ， ヤ コ ブ， ヨハ ー

ネを伴 い ，私 の 右 手 の 小 門 を く ぐρ て

来←れるρ力現 えた・神の御子ば3人

の使徒をそこに残 し，ひざまずき祈る

ように言 φ：てから，園め反対側へ行き

'
ひざまずいて祈 られたる聖書を読む者

な らばだれでも知っている，あの祈 り

だった。 「わが父よ;も しできること

でした らどうか， この杯をわたレから

過 ぎ去 らせてください。しかし，わた

しの思いのままにではな く，みこころ

のままになさって下 さい」 と。

祈っている間， こちらを向いている

救い主の頬には涙が流れ落 ちた。私は

その光景に感動 し，純粋な同情の気持

か ら自分 も泣いた。心はすっかり救い

主に注がれ，私は魂のすべてをこめて

救い主を愛し，ほかの何もい らない，

ただ救い主のそばにい た い と切望し

た。

ほどなく救い主は立ち上が り，使徒 馳

たちがひざまずいていた 所 へ 行 かれ

た。すると，何 と彼 らは ぐっすり寝入

っていた。救い主は彼 らを静かに揺す

って起 こし，少しも怒りやい らだちを

見せずに穏やかな調子でた しなめ，た

った1時 間も一緒に目をさましてい ら

れなかったのかと，悲しげに尋ね られ

た。救い主が世の罪の耐えがたいほど

の重みを双肩に担い，すべての男女子

供が受けるべき苦 しみにその鋭敏な心

を射 し貫かれていたというのに，使徒

たちはものの1時 間も一緒に目をさま

していられなかったのだ。

救い主はもといた場所へ戻り，前 と

同 じ祈 りを捧げてから，使徒たちの所

へ帰ってみると，またもや彼 らは眠っ

ていた。救い主は今度も彼 らを起こし，

再びた しなめてか らもう一度戻 って祈

られた。これが3回 も続いて，私は救

い主の表情や姿や動作などをつぶさに

見ることができた6救 い主は堂々たる
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たい く

体躯と威厳ある風貌で，ある画家たち

が描いたようなめやしくひよわ奉方で

はまうた くなく，幼 な子のように柔和

で謙遜な，まさに神たるお方であられ

た。

と突然;状 況はそのままで，あたり

の雰囲気が変わったような気がした。

先刻と違い，十字架にかけ られた後で，

救い主は3人 の使徒 と二緒に私の左手

に立ってお られた。彼 らは今にも天に

昇うて行 ぐところだった。私はもうこ

らえきれずに木め陰か ら飛び出して，

救い主の足元にひれ状 し，ひざを抱 き

しめ，どうか一緒に連れて行 って下 さ

.いと嘆願したのである。

救い主はかがんで私を起 ζし，腕 に

抱きしめて下さったが，その穏やかな

優 しいしぐさを決 して忘れることがで

きない。それは実に鮮やかに，はっき

りと私の胸に焼 きついている。救い主

の腕に抱かれると体のぬ くもりを感 じ

た。救 い主はこの上な くやさしい口調

で， 「いや，息子 よ。これ らの者はそ

の業を終えて，わた しと共に行 くこと

ができる。 しか.しあなたはここ・にとど

まり，あなたの業を終えなくては.なら

ない」 と言われた。私 はそれで も救い

主 にしっかりと取 りすがっていた。私

は救い主のお顔を見上げ一 というの

も主は私 よりも背が高かったか・ら一，

必死の思いで哀願 した。「ではどうぞ，

いつかみ前 に行 け る とお言葉を下 さ

い。」すると救い主はやさしくほ ほ え

みなが ら，1「それはあなたしだいであ

る」・と言われた。自分のむせび泣きで

・目が さめると，朝だった。
一
，私がこの見聞きしたことをマッサー

長老に話すと，彼はTそ れは神から来

たものだ」と言った。私は， ：「まった
9くその通 りです」と返事 した

。私はそ

の教訓をはっきり悟っていた。 自分が，

使徒になるとか教会の別め役職を得る

とかはまるで老えたこともないし，現

にそんなことはない。だが，あの眠っ

ていた使徒の姿が自分にとって何を意

味するのかを私 は知ったのだった。私

は自分の職 にありなが ら眠っていた。

神か ら何かの任を受けなが ら別の・こと

をしている人と同 じに。

しかし，そのときか らすべては変わ

った。以来私は二度と再びあのような

人間にはならなか った。

「祈
って いま す，

ど返事 を した」

あ る朝 ， 私 は い つ もの論 説 を書 こ う

と した が ， い っ こ うに筆 が進 ま な い。

読 み 甲斐 の あ る記 事 を と苦 心 さん た ん

した の だが ， 遂 に丸 一 日を棒 に振 って

しま った。 筆 を投 げ 出 す と， 腹 立 た し

さ に涙 が こぼ れ た。

ち ょ う どそ の と き， み た ま が さ さや

い た。 「祈 って は ど うか?」

ま るで本 当 の声 が した よ うで ，私 は

「祈 って い ます：ゴ と返 事 を した。 私 の

祈 りは朝 ， 昼 ， 晩 の 自分だ け の祈 り と

あ とは家 族 と一 緒 の朝 食 ， 夕 食 の祈 り

で ，小 つ もは1日5回 だ った。 「祈 っ

て い ます 。 ど う して助 け が な い ん で一す

か 」 と， や り きれ な さに さ じを投 げ よ

う と して い た私 は， ほ ぼ す て ば ちの気

持 で 聞 い て い た。

「今 ， 祈 りな さい 。」 み た ま は言 っ

・た。 「望 む と こ ろを求 め な さい 。」

そ の意 味 が わか った。 必 要 なの は い

つ もの祈りではな く，特別な祈 り澄ら

たのだ。・私 はぴざまずいて，涙ながち

たふたことみ ごと祈った。9十：支族の帰

還や薪め レサ レムの建設を祈ら売のそ

はない。論説が書けるように助け：たま

えと，イエス ・キ リス トのみ名により

主に願ったのだ。私はそれか ら立ち上

がり，椅子にすわって，書き始めた。

すると頭はすっきりとさえて，筆は流

れるように紙の上をすべった。書き出

すや，す ぐに必要なことが全部頭に浮

かんで，考えや言葉がそれぞれぴちっ

と適格な場所に決まった。またたくま

に充分満足で きる論説がまとまった。

それを伝道部長た読んで聞かせ ると，

一ヵ所の訂正 もなく承認 されたb一
り私はそこか ら教訓を得た

。と言 うよ

りも，すでに知ってはいたものの特に

必要なごどを， この出来事は思い出さ

せて くれたのである。祈 りは単なる言

葉で もなければ決まりきった文句を並

べるもので もない。祈 りは 「魂の切な

る望み」であり，主が 「求めよ，そう

すれば，与えられるであろう」 と言わ

れたのは，ほかでもない，そのような

祈 りだったのだ。

「彼 は どの子が死ん だ

と言 って い なか った」

そ の 間，`別の苦 難 が私 と家族 を 見舞

つて い た。 ロ ン ドン近 郊 に初 め て記 念

す べ き第 一 歩 を記 した そ の 日 に， ま だ

幼 な い息 子 あ ヒ ーバ ー ・キ ン ボrル ・

ホ イ ，ッ トニ 門が ，〆.遠い ユ タ州 ス ムr、 ト
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'Q祖 父の家で死んだのだ
。 この子は私

が英国に出発 してか ら7ヵ 月 と21日後

に生まれており， これまで顔を見たこ

とがなく，結局 この世で会 うことはで

きなくなった。

その悲 しい通知は，記事をデゼレト

ニューズで読んだリバプールのジョン

・ヘンリー ・ス ミス伝道部長からの悔

み状で知 らされた。その後，ユタ州プ

.ロボの義理の父か ら知 らせが来て・そ

れが確認された。なお痛ましいことに

は，自分 自身の病気や母親の死 という

辛い状況の中で，今度生まれて来 る子

供 ζそ傷ついた霊をいやす永遠の慰め
いち る

となって くれるだろうと一縷の望みを

託 していたのに，それもはかない夢 と

消えてしまったのだった。

.私はできるだけ気持を押えて，失意

の妻に愛 と同情の手紙をしたためた。

結びにはこう書いた。

「君からの手紙を待ちかねている。

しかし， もっと悪い知 らせが来はしま

いかと，手紙を受け取 るの が 恐ろし

い。神が君を慰あたもうように。今の

君には慰めが必要に違いないと思 うか

ら。

ス ミス伝道部長が最初に知 らせて下

さった。 しか し，彼はとの子が死んだ

と言 ってなか ったので，君からあの子

が重体だと聞いていたからあの子に違

いないと思いなが らも， もどかしい数

時間だった。

伝道部長は，私を解任 しようと言 っ

て下さった。伝道部長御 自身の祝福 も

携えて行 きなさいと言づておられる。

彼はこの国の主の代表者なのだから，

その通 りにすべ きかと考える。君はど

う考えるだろうか。5月 出帆のグルー

プには間に合わないが，6月 にはこち

らを発てる。 もし君がそうしてほしい

と言 うなら，そして主の命令がそれと
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変 わ らな け れ ば ， 私 は そ ち らへ 行 こ

う 。」

「火 の海 の 中 で で も
」

(オハイオ州)ク リーブランドで最

近知 り合 った人々の中に，非常に立派

な婦人がいた。南北戦争で戦死した北

軍将校の未亡人で，死 に別れた夫を愛

し，夫の思い出を心に温め，深い愛情

が言葉の端々ににじみ出ていた。私が

彼女に死者の救いと永遠の結婚の教義

を説明 して，末 日聖徒はそのような目

的のために神殿を建て，儀式を行なう

のだと話す と，彼女は非常な関心を持

ち， このような鋭い質問をしてきた。

「もし私が末 日聖徒になったら，愛

する夫のためにその儀式をしていただ

いて，別の世でも夫婦になれるとおっ

しゃるのですか。」

私は 「はい」 と答えた。

すると彼衣は言 った。 「こんなに美

.しく，尊いお話は聞いたことがありま

せん。どうぞ，それを私に悟 らせて下

さい。そうしたらバプテスマを受けま

しょう。たとえ火の海の中ででも。」

私はそれに答えて言 った。 「私には

悟 らせる力はありません。 しかしあな

たが求めれば，主が悟 らせて下 さいま

す。」

彼女は求あてみます と言 った。そし

て求めたに違いない。それからまもな

く，彼女から手紙が来た。そこには，

求めていた証が得 られたので，バプテ

スマを受ける用意ができたと書いてあ

った。

私はす ぐに，数名の参加者を募 り，

時間 と場所を決めて，エ リー湖の岸辺

でおちあい，そこでバプテスマを施す

ことにします と，書 き送 った。同行者

が決まり，さあ出かけようという段 に

なって，また彼女から手紙が届いた。

このように書いてあった。 「自分がこ

んなに弱 くてもろい人間だとは知りま

せんでした。 自分では足を踏み出す勇

気があると思 っていましたのに，ぞう

ではありませんでした。私が 『モルモ

ン』になったら，友人のみんなに見放

され，社会的な立場を失い，名前は忌

み嫌われることで、しょう。その犠牲が

払えないρです。でも私 は， この教え

が真実であること，あなたが神様の本

当のしもべであることを信 じておりま

す。いつか私たちが，同 じ場所に立っ

て，キ リス トの教会の兄弟姉妹となれ

るときが来 ることを願っております。

ただ，今はそれができないのです。」

文面を読みなが ら，気の毒さと残念

さが入 りまじった気持だった。性急な

使徒ペテロに何 と似ていることか。ペ

テロは救い主 に 「たといあなたと一緒

に死なねばならな くなって も，あなた

を知 らないなどとは，決 して申しませ

ん」 と言いなが ら，そう誓った聖なる

お方を3度 も知 らないと言った。ζの

善良な婦人は一 実際善良な女性だっ

た。絶対にイスラエルの子孫だ。そう

でなければどう.して信 じたのだ一
「たとえ火の海の中でで も」バプテス

マを受けたいと思っていた。それが，

誘惑がやって くると自分の弱いことを

知 ったという。彼女が，後悔 して立派

にその埋め合わせをしたペテロのよう

に，これか ら戻ってきて改心するよう

に，希望を持 とうではないか。………

イ
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お 話:グ レ イ ス･M･プ ラ ッ ト

写 真:エ ル ドン･リ ン シ ョ ッテ ン 小 烏 と

少年

新 聞 配 達 の少 年 が,自 転 車 で 走 って き ま した。 ふ と,道 の ま

ん 中 に小 鳥 が 一 羽 じ っ と して い るの が 目 に入 り ま した。｢あ

ぶ な い/｣少 年 は あ わて て ハ ン ドル を き り ま した 。｢こ こ は

君 が ね る よ うな 所 じゃ な い よ 。｣少 年 は ふ りか え って こ う言

うと,ま た 走 って い き ま した。

しば ら く して 少 年 は配 達 を終 え,小 鳥 の い た と こ ろへ も ど

って き ま した 。 ど う した ので し ょ う,小 鳥 は ま だそ こ に うず･

くま って い ます 。

少 年 は小 鳥 を 見 ま した 。 小 鳥 も小 さな つ ぶ らな 目で 少 年 を

見 ま した。 で も動 き ませ ん で した。

｢ね え
,君,ど う した の 。｣少 年 は言 い ま した。 そ して 自

転 車 を お りて 小 鳥 に近 づ き ま した。 小 鳥 は に げ よ う と し ま し

たが,と ぶ こ とが で き ませ ん で した。

少 年 は小 鳥 に近 よ りなが ら言 い ま した。｢ね え,ど う した

め。 君 の な か ま は,と っ くに 目 を さま して,え さを さが しに

行 った よ。 こ ん な と ころ に.うず くま って い るの は君 だ け だ

よ 。｣.

少 年 はゆ っ くり と小 鳥 に近 づ き手 を の ば して つ か ま え よ う

と しま した 。 小 鳥 は お ど ろい て 空 へ ま い あ が ろ う と しま した

が,少 年 の頭 く らい の高 さ に まい あが った だ け で,ま た地 面

に落:ちて しま い ま した。

少 年 は両 手 を か ぶ せ て 小 鳥 を つ か ま え ま した。

小 鳥 は くる ρた よ うに 少 年 の指 にか み つ き ま した。｢あ い

た っ/｣少 年 は 小 鳥 を は な しそ うに な りま した 。｢こ わ が ら

な くて い い ん だ よ,ね 。｣い た さを こ らえ な が ら 少 年 は や さ

し く小 鳥 を な で て や りま した 。

｢病 気 な の か い 。血 は 出 て い な い よ。 ネ コに や られ た の で
7

も,て っぽ うで うた れ た の で もな い ね 。｣少 年 は 小 鳥 の か ら

だ を し らべ ま した 。

そ して,や さ し く言 い ま した。｢こ ん ど はつ ば さ と足 だ よ 。

い た くな い か らね 。｣

少 年 は そ っ と小 鳥 の つ ば さを ひ ろげ て み ま した。 足 も しら

べ ま した。

もう小 さ な小 鳥 は あ ば れ ま せ ん で した 。 か らだが よ わ って

い る ので し ょ うか。 そ れ と も少 年 を す っか り しん らい して い

るの で し ょ うか。

｢う 一 ん
。 ど こ もほ ね は お れ て い な い よ うだ ね え。 こま っ

た な あ,け が じ ゃな い とす る と,病 気 な のか な あ 。｣

少 年 は小 鳥 の くち ば しの さ きか ら しっぽ の さ きま で,ち ゅ

うい ぶ か く し らべ ま した。 ど こ も ほね は おれ て い な い よ うだ

ね 。 こ ま った な あ,け が じゃ な い とす る と,病 気 な の か な み,

少 年 は小 鳥 の くち ば しの さ きか ら し っぽ の さ き ま で,ち ゅ

うい ぶ か く し らべ ま した。 ど こ もわ るい と こ ろ は な い よ うで

す 。 それ か ら少 年 は の どか ら胃 の あ た りま で,指 で さ ぐ って

み ま した 。

｢あ れ っ
,お な か が か らっ ぽ じ ゃな い かQど う したん だ い
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何 も食 べ て な い の か い 。 か わい そ うに 。｣

李興 小鳥の嘩 見ました･小 鳥砂 年媚 観 ました･
｢ぼ くが ど う した の か わ か った で し ょ。｣小 鳥 の 目は そ う言

って い ま した 。 少 年 の 目 は じっ と小 鳥 の 目 を 見 つ め て い ま し

た 。 目か ら 目へ,心 か ら心 へ 何 か が か よ い あ い ま した 。少 年

はや さ し く小 鳥 を なで て や りま した。 小 鳥 は少 年 の手 の ひ ら

1としず か に横 にな り ま した 。 と,そ 〔互 と き,小 鳥 は 口 か らぶ

ぐぶ くと あわ を ふ きだ した ので す。

｢あ あ … … ,毒 を の ん じゃ った ん だ ね。 くる しい だ ろ う。

メイ ヤ ーの と き も そ う だ った よ,ぼ くの犬 の … …｣

少 年 は上 を む い て ぎ ゅっ と 目 を つ ぶ る と,ご くん とつ ば を

のみ こみ ま した 。 そ して ま た小 鳥 を 見 て,こ う言 い ま した 。

｢も うす ぐメイ ヤ ー に会 え る よ。 い い や つ な ん だ,ち ゅ ケ く

らい の,ち ゃ色 の む く犬 な んギ よ。 あ い つ小 鳥 が す きだ か ら.

き っ とい い友 だ ち に な って くれ る よ 。｣

少 年 は道 ば た に こ しを お ろ して,や さ し く小 鳥 の 羽 を な で

てや り なが ら,ず っ と小 鳥 に は な しか け て い ま レた 。

小 さ な小 鳥 は,と き ど き ね む った よ うに 目を と じま した 。

そ して と き ど きぱ っ ち り と目 を あ け て少 年 を 見 ま した 。 小 鳥

軸 うおびえませんで した詞 鳥 は少年の･と ばがわかるよ

うで した。.少年 も小鳥のことばがわかるようでした。

しば ら くして,小 鳥 の か らだ が ぴ くぴ くふ るえ ま した。 そ

して｢お わ か れ で す ね,さ よ うな ら｣と い う よ う に,.も う 一

ど少 年 を 見 ま レた 。

小 鳥 は 目を とpて,少 年 の手 の ひ らの 中 で 二 ど と さ め る こ

との な い ね む りにつ き ま した。 そ の と き,さ む ざむ と した く

らい 空}と,』ぱ っ と朝 日が さ しま した。 ま るで 小 鳥 のい の ちが

しず か にか らだを は なれ た こ とを知 らせ て い る よ うで した 。

｢さ よ うな ら｣少 年 は そ う言 って
,小 鳥 の や わ らか い羽 に

ほお ず り しま した 。｢ご め ん ぶ,こ ん な 目 に会 わせ て 。｣少

年 は小 鳥 の小 さ な あ た ま の上 に お ちた な み だ をふ き ま した。

少 年 は小 さ な木 の ぼ うを ひ ろ って,木 の根 もと に あ な を ほ
■

り,そ の中 にや わ らか い 草 を し きま した 。 そ して そ の上 に小

さ な小 鳥 を ねか せ て や り,や わ らか い 木 の葉 をか ぶ せ て,土

を か け ま した 。 そ して 小 さな 花 を か ざ りま した。

そ の あ い だ少 年 は,ず っ と こん な 歌 を 歌 って い ま した。

さ よ うな ら,少 しの あ い だ だ け

君 は とん で い るん だ ね,天 国 の 空 を

いつ の 日か,ぼ くも行 くよ,

い つ の 日か,な か よ くあそ ぼ う

君 とぼ く とメ イ ヤ ーで
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小さな

お友だちへ

悲 しい こ とで し ょ うか。 そ れ と も

ど うに もな ら な い こ とで し ょ うか 。

お 話=ス ペ ン サ ー･W･キ ン ボ ー ル 大 管 長

私 た ちは生 ま れ る前 に,生 まれ てか らど ん な ことが あ るか

を 知 って い ま した。 うれ しい こ と,悲 しい こ と,楽 しい こ と,

こ ま った こ と,ま だ まだ た くさん あ ります ね。 元 気 に学 ん だ

り働 い た り,で も時 に は病 気 にな る こ と もあ り ます 。 そ れ か
1

ら とて も うま く何 か が で き る と き も あ る し,が っか りす る こ

と もあ るで し ょ う。 また わ た した ち は,も う ひ とつ た いせ つ

な こ とを知 って い ま した 。 そ れ は い つ か 死 ぬ と い う こと で し.

た 。 い つ な の か は わ か りま せ ん 。 そ れ で も わた した ち は,よ

ろ こん で この世 に来 た い と言 った の で す 。 そ の と き,わ た し

た ちは な に も不 平 を言 い ませ ん で した し,神 様 にむ ち ゃ な お

願 い も しま せ ん で した。

神様 は,わ た した ちが しあ わ せ に くらせ る よ う に,い ろ い

ろな こ とを して くだ さい ます 。 で もわ た した ちが 自分 で した

い と思 う こ とを決 め られ る よ う に と,自 由 意 志 も くだ さい ま

した 。 わ た した ちは この 自由 意 志 を使 って,神 様 の ご計 画 に

従 って 生 きて い けば よい ので す 。 で もそ う しな い と,む だ に

命 を ち ぢ めた り,死 ん で しま う こ とに もな りか ね ま せ ん 。

人 は必 ず 死 な な けれ ば な りませ ん。 で も多 くの人 々 は,そ

の と き を 自分 で 早 め て い る よ うで す。 とい うの は 不 注 意 な こ

とを して,き け ん な 目 に あ った り,じ こを お こ した り して,

けが を した り,ひ ど い と命 を落 と して しま った りす るか らで

す 。 それ か らむ ち ゃ な こ とを して病 気 に な った り,け が を す

る こと もあ ります ね。

神 様 は,病 人 を い や さ れ る とい う こ とを,み な さん は勉 強

しま した ね。 で もい つ もい や され る とい うわ けで はな い の で

す。 ま た,神 様 は人 が い つ も楽 に くらせ る よ う導 い て くだ さ
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よ,私 はこの民に,再 び驚 くべきわざを行 う,そ れは不思議

な驚 くべきわざである。彼 らのうちの賢い人の知恵 は滅び,

さとい人の知識は隠され る｣。｣

これまででわかる通 り,も し主の福音が世上 に続いていた

なら,世 の人々の間に不思議な驚 くべきわざを行なう必要は

なかったで しょう。 しか し主 は,民 が人の戒めを教えるの

で,不 思議な驚 くべきわざ行なわな くてはならないと言って

おられるのです。この状態は今 もいわゆるキ リス ト教会のす

べてに見 られ,そ のことも,回 復が必要だったことを立証 し

ています。

ペテロはペンテコステの日のあと,キ リス トを死に追いや

った人4に 対 して,こ う述べました。

｢だか ら,自 分の罪をぬぐい去 っていただ くために,悔 い

改めて本心に立ちかえりなさい。それは,主 のみ前から慰め

の時がきて,あ なたがたのためにあらかじめ定めてあったキ

リス トなる･fエスを,神 がつかわして下 さるためである。こ

のイエスは,神 が聖なる預言者たちの口をとおして,昔 か ら

預言 しておられた万物更新の時まで,天 にとどめておかれね

ばならなか った。｣(使徒3:19-21)

私たちの教会は,万 物の更新を主張 している唯一の教会で

す。 もしペテロが真の予言者だったとしたら,聖 典 の中の多

くの約東通 り,改 革ではない,こ のような更新がないうちは

救い主の再降臨を望めません。それで私たちは,聖 なる予言

者たちの口を通 して言われていた万物の更新があり,予 言者

たちが再び地上を訪れて,聖 なる神権の鍵 と権威,福 音の救

いの儀式を行なう権能を地上 にもた らしたと,全 世界に言明

するのです。

414

リグ ラン ド･リ チ ャーズ長老

十 二使徒評議員会会員.

翼 触㍉

｢ま た許 してもらえるからと悪いことをやめない

人を,そ れでもず っと許 していかな くてはならな

いので しょうか。｣

解答者/フ ェザ ース トー ン監督

教会員に対 して投げかけられた質問で,絶 対に許されると

思いなが ら悪いことをし続ける人を,私 たちは許すべきで し

ょうかということです。主はペテロの質問に対する返事の中

で,こ のことを明快にしています。｢｢… …兄弟がわたしに対

して罪を犯 した場合,幾 たびゆるさねばな りませんか6七 た

びまでですか｣。 イエスは彼に言われた,｢わ た しは七たびま

でとは言わない。七たびを七十倍するまでにしなさい』。｣
●

(マタ･d8:2!,22)

ペテロの質問は,｢わ たしに対 して罪を犯 した｣人 のこと

だったのがおわか りでしょう。先の質問は私たちに対 して罪

を犯す人ではなくて,罪 を犯すのをやめない人のことのよう

です。

悔改めはいいかげんな律法ではありません。悔い改めよう

と考えながら罪を犯す人はわざわいです。その人は救いの大

切な原則をもてあそぶ人です。後でまた罪を犯すか もしれな

いと考えながら悔い改める人は,本 当に悔い改めているので

はありません。ただ良心を慰めるために,少 しの間だけ罪の

行ないをやめるに過ぎません。悔改めについてこのような間

違 った考えを持 っているのですか ら,罪 の行ないをやめさせ

る力は次第にな くなり,罪 人はまた罪に戻 っていくのでしょ

う。

教義 と聖約の42章 にはこう書かれています。｢… …誠心を

以てこれを悔い改め再びなさざる時はこれを赦すべし。｣(25

節)こ こでは大きな罪について言われていますが,こ の原則

は悔改めを要する一切のことにあてはまると思います。私た

ちは真心を尽 くして罪を捨て去 らなくてはなりません。そう

してこそ,再 び罪を犯 さないようにしようという決意 と霊感

とが生まれて来るのです。

アロン神権に準備の福音,つ まり｢悔 改めとバプテスマ;

罪の赦 し……の福音｣(教 義と聖約84:27)の 鍵があること

は興味深いと思います。監督はアロン神権の管理者 として悔

改めの鍵を持 っています。そのため,重 大な罪は監督に告白

しなければならないのです。 このように監督には,教 会を代

表 して判断と赦 しの決定を下す権能があります。

友である愛する若人たち,あ なたがたは内密に監督のとこ

ろへ行 くことができるということを忘れないで下さい。監督
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「曲
豆 かで

満 ち足 りた人生 を

計 画 す る、

大 管 長

ス ペ ンサ ー ・W・ キ ンボ ー ル

今宵，神権者と共に集 う機会にこの

上ない幸福を感 じている。 この土曜 日

の夜の神権会のために早 くか ら集まっ

て来 られた父親の方々，ならびにその

息子たちを拝見 して喜びはまた格別で

ある。大勢の方々は，良い席を取るた

めに，1，2時 間 も前か ら集まって来
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られた。また何千名 もの父子が連れ立

って このタバナクルへ，あるいは国中

の数多 くのステーキ部とワー ド部の建

物へ急いでいる姿は喜ばしいものであ

る。 これは私たちが世に広め，愛 して

いる家族生活の喜ばしい一面であり，

同時に，世の人々が本来家族のあるべ

き姿として認め始めている もの で あ

る。すなわち，父親とその息子は家族

生活の一環として一緒にここで時を過

ごすのである。

私たちは皆 さんの出席をいただき感

謝 している。皆さんに非常な感謝を覚

え，また心からの愛を感 じている。

まず，皆 さんの献身と忠実な働きを

たたえたい。全般的に神殿では最大限

にその仕事が進められており，礼拝堂

には人が満ちている。出席 数 は 増 加

し，献身度 も増えている。家庭の夕べ

を開 く家族 も増加の一途をたどってい

る。私たちは，教会全体に見られる信

仰 と愛の発露を喜んでいる。特に，合

衆国外のステーキ部 と伝道部における

会員数の増加と効果的な活動の進展を

喜んでいる。 この教会は，世界の教会

である。 さらに私たちは，人種，国籍

を問わず全人類が属する教会へと不断

に近づきつつあると信 じている。

木曜 日に他の指導者の方4と 話 し合

った幾つかの事柄を，'ここで皆 さんに

発表 したい。大管長会 と十二使徒評議

員会は，すべてのワー ド部ならびに独

立支部において長老定員会を組織する

ことを認可 した。 これに従い，ワー ド

部あるいは独立支部内に住む長老たち

を，最大96名 までその人数に関わりな

く，会長会の下に長老定員会 として組

織することができる。96名 以上の長老 ，

がいるところでは，定員会を分割する

必要がある。幹部の兄弟たちは，より

多 くの：地元のユニットで長老定員会を

強 く活動的にすれば，この偉大な力の

蓄積組織を最 も有効 に利用できると考

えている。

もうひとつ，神権に関する事柄とし

て次のものがある。すなわち，ステー

キ部長 は，七十人最高評議員会から適

正な手続 きによって事前に承認を得た

兄弟たちを，ステーキ部内で七十人に

聖任 し，また七十人会長 に任命するこ

とができる。 これは，今 日この時をも

って直ちに発効するものである。 これ

に伴 って，多 くの遅延が是正され，ス

テーキ部指導者 と七十人の間の活動が

効果的に進むようになるに ちが い な

い。 この新たな変更に伴 う効果が伝道

活動にまで及ぶよう望んでいる。

指導者の兄弟たちに申し上げたい。



藍

障

皆 さんは，手引きや会報類を読んでい

たら，数多 くの手紙を節約できていた

であろう。特 に，神殿推薦状発行に先

立?面 接に対 して皆さんの注意を喚起

したい。また，問題があれば監督のも

とに行 くよう，聖徒たちに勧めてほし

い。

父親である皆さんが，確固たる態度

で子息を育てていることに対 して賞賛

の気持をおくりたい。私たちは皆 さん

すべてを愛しており，皆さんの信仰を

高 く評価 している。また，皆さんの成

長 と真価を誇 りに感 じている。年長の

多 くの子息はすでに伝道を終え，さら

に多 くの若者たちが，将来宣教師にな

.ろうとしている。

皆さんは，人生を豊かで満ち足 りた

ものにするために，計画を立てなけれ

ばな らない。執事である皆さんにとっ

て，現在計画することは，必ずや豊か

に人生を生み出すものとなるにちがい

ない。伝道に捧げるためにすでに貯金

を始めているであろうか。

皆 さんは，職業や生涯の仕事をまだ

選んでいないかもしれない。しかし，

たとえ将来弁護士か，医師か，教師か，

技士か，いずれになるかわか らなくて

も，人生において定めることのできる

一般的なものがたくさんある。皆 ざん

はすでに数々の決断を下 してお り，ま

た現在下そうとしているものもある。

今現在か ら結婚までの間に，皆 さんは

何をしようと計画しているだろうか。

また，結婚のために何をしようと考え

ているだろうか。

皆 さんは，きわめて忠実な執事，教

師～ 祭司になるよう今決心することが

できる。取 り消すことのできない誓約

をもって今それを決心することができ

る。立派な聖徒 になること が で き る

し，自分の時間を正 しく有 効に使 うこ

ともできる。 もし自分の時間を適切に

使 うならば，あらゆる点で均衡のとれ

た，、幸せな人生を送れるのである。

皆さんは今 この早い時期に，伝道に

出 られる年齢になったら誉れある伝道

をしようと決心することができる。そ

して，その目標を抱いて，お金をかせ

ぎ，それを貯め， 自分の伝道にそれを

使い，また同時 に，生涯の中の栄えあ

るその時期のために思いと心を十分に

備えるため，学び，'働き，あらゆる機

会をとらえようと決意することができ

る。

伝道プログラムはどうしても従わな

ければならないもので しょうか，とい

う質問を， これまでしば しば受けてき

た。その答えは もちろん，否である。

すべての人には 自由意志が与えられて

いる。 また，すべての若い男性は伝道

に出るべきでしょうか，という問合せ

もある。 それに対する教会の回答は，

然 りである。また，主の答 えも然 りで

ある。 この答えを拡大 して私たちはこ

のように言 う。確かに，すべての男性

会員は，什分の一を支払い，集会に出

席 し，清い生活を送り，世の汚れか ら

離れ，主の神殿で日の光栄の結婚をす

るよう計画すべきであるが，それと同

じように伝道に出るべ きである。

以上あげた ものはどれひとつ，強制

ではないが， しか し自分 自身のために

これ らを行なうべきである。次の詩は

私たちによ く知 られている。

汝知らずや，人みな自由なるを

人生を選び，己が行 く末を選ぶ。

とわなる真理与えられたれば

神，人を天は強いたまわじ。

知恵 と愛 と光 もて，

説き，勧め，正 しく導 き，恵み

た もう。

はか り知れざる善 とやさしさ，.

しかれ ども人に強いたまわじ。

(英文讃美歌90番)

福音のいかなる部分にも強制は存在

しない。1833年 ，主はこう言われた。，

「見よ，ここに人の自由意志あり。而

して，ここに人の罪を受 くる所以あり。

何となれば太初より在 りしところのも

のは人々に明白なり。然るに，人々は

その光明を受け入れざればなり。」(教

義と聖約93：31)

これは，アダム以来，主は人々に正

しい教義を教えてこられ，私たちはこ

れ らを受け入れることも拒む.こともで

きる，しかしその責任は私たちにある，

という意味である。同時に，バプテス

マの時に聖霊を受けている私たちは，

皆善悪を区別できるという意味でもあ

る。良心は私たちに，何が正しく，'何

が誤 っているかをささや く。従って，

私たちは他人を責めたり，自分の置か

れた情況のせいにしではならない。何

が正 しいかを私たちは知 りているので

ある。

すべての人には自由意志がある。盗

む ことも，ののしることも，.酒を飲む

こともできる。ポルノ雑誌で心を汚す

こともできる。怠惰に暮 らし， 自分の

義 務を怠 り，性的な罪を犯 し，また殺

人さえ犯すことがあるかもしれない。

そこには何の強制 もない。 しか し，・罪

は早晩，完全にそれに相応する罰をも

たらすことを知 らなければならない。

それ故，悪行を漂ぶ者は実際愚かだと

言える。

人は皆，葉 会に出席せず.什 分の一
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豊かで満ち足りた人生を計画する

を払わず}伝 道に出ず，神殿で受けた

義務 と特権を無視す ることはなすがま

である。 しかし賢明な者ならば，それ

が恵みを失 う行為であることを知 って

いるにちがいない 。'

主はこれにも答えておられる。 「ま

た，人 ことごとくその手に正義を取 り

腰 に忠信を纒いて，世に住ある人々に

警めの声を挙げ，言葉 と逃げ走 ること

と両つながらによりて悪人の上 に荒廃

のおそい来 るを宣べんことを欲す。」

(教義と聖約63：37)「 人 ことごとく」

と言われていることに気づいたためで

あろうか。すべての少年も人の中に含

まれる。当然のことながら，私たちは

不浄な生活を送 り，性的あるいはその

他の罪悪に浸 っている若者を伝道に出●

すことはない。 このような若者は十分

な悔改めによって清められる必要があ

る。そうして初めて，機会が考慮 され

るのである。従 って再び繰 り返そう。

ふ さわしく，かつ資格のある末 日聖徒

の男性はことごとく，伝道に出るべき

である。

清 くかつ自由な，豊かな満 ち足 りた

生活を送れ るよう，すべての若者は，

自分の人生の方向を定め;ま た自分 自

身 と天父に対 して， 自分がどんな人生

を送 り，それを栄えあるものとするた

めに何をするかについて，誓約を立て ・

る必要がある。

ある人が このことを次のような話 に

言い表わしている。

「私は夢の中で， どことな く銀行の

ように見える，ある立派な建物に来た。

しかしそこは銀行ではなかった。なぜ

なら， 『時間売 ります』 という，真 ち

ゅう製の看板がかか っていたからであ

る。

そこで私は，疲れ切って青ざめた男
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が痛々しげに体を引きずるようにして

階段をのぼって行 くのを見た。彼は病

人のようであった。そして彼がこう言

うのを聞いた。r医 者に，来 るのが5

年遅かったと言われました。ですから

その5年 を買 うんです。そうすれば，

命が助かります。』

それからまた別の男が来て，事務員

に言 った。 『神が私 にすばらしい能力

と才能を与えて下さっていたことに気

づいたときには，もう遅かったんです。

私はそれらを伸ばすことを怠ったので

す。だから，なるはずだった自分にな

れるように，10年 を売 って下ざい。』

次に若い男が来て言 った。 『会社か

ら， もし私に準備ができていれば，来

月からある重要な地位に就けると言わ

れました。でも，私 は準備 してません。

来月その地位に就けるように，準備す

るための2年 をください。』

このように，病弱で，希望がな く，

落胆 し，苦 しみ，不幸な人々がここを

訪れた。そして微笑をもって帰って行

ったのであった。その顔に言い尽 くせ

ない喜びの表情を浮かべて，それは非

常に必要とし欲 していたもの，時間を

手に入れたか らである。

やがて私は目覚めた。'そして，これ

らの男たちが持 っていないもの，彼ら

が決 して買 うことのできなかったもの

時間が私にあることを喜んだ。私のし

たい，そしてしなければならない多 く

の事柄を行なう時間を。 もしその朝，

口笛を吹きながら仕事に就いたとした

ら，それは大 きな幸せで心が満たされ

ていたからである。もし時間を有効に

使 うなら，なお十分な時間が残るから

である。」(著 者不詳)

私がほんの子供の頃立てた目標のひ

とつについてお話 しよう。それはソル

.トレーク ・シテ ィーか ら来た教会の指

導者が大会で，私たちに聖典を読むべ ー

きである，と言 ったのを聞いたときの

ことである。私はそれまで一度も聖書

を読んだことがなかったのを認めた。

そしてその夜その説教を聞いたあと，

1ブ ロックほど離れた家に戻 り，狭い

屋根裏部屋への階段をのぼ り，小さな

机の上にある小さな灯油ランプに火を

つけた。それか ら，創世記の初めの章

を数章読んだ。1年 後，，私はその大き

なすばらしい本のすべての章を読み終

えて，聖書を閉 じた。

私は読み続けていた聖書が66の 書か

ら成 ることを知った。それか ら，聖書

は1，189章にわかれ，(英 文で)1，519頁

も弟ることを知ったときには，読むの

をやめようかとさえ思った。私の手に ・

負えそうもなかった。しか し，他人に

できることなら，自分にもできること

を私は知 っていた。

14歳の少年には理解 しにくい箇所が

数々あることを知った。また，特に興

味のない頁もかなりあった。 しか し，・

66の書を1，189章(英 文で)1，519頁 に

わたって読み終えたとき，私 はひとつ

の目標を定めてそれを達成できたとい

う，言い知れぬ満足を味わったのであ

った。

私は今 自慢をするたあにこの話を今

しているのではない。私が灯油の明 り

でそれをやれたのだか ら，皆さんは電

気の明りでそれをすることができる。

ただそれを言いたいがために例 として

この話を使ったに過 ぎない。私 は1頁

も残 さずに聖書を読み通 したことを今

でも喜んでいる。

私が子供の頃に定めた もうひとつの

目標についてお話 しょう。

私は知恵の言葉と，それを守って生



活す るときにもたらされる祝福とを耳

にして成長 していた。私はタバコを噛

んでいる人4を よく目にした。しかし

その口もとににじみ出ている褐色の汁

を見ると，何 とも胸が悪 くなるのであ

った。自分で巻 きタバ コを作 り，多 く

の時間を無駄にしている人々も見てき

た。彼 らは刻みタバコの包みと紙 とを

買い，1日 のうち何度 も，その紙に刻

うタバコを広げ，それを巻 き，細い方

の端を曲げて，それか らそのタバ コを

吸った。私には，それは全 く無意味で

時間とエネルギーの浪費であると思え

た。 しかしその習慣が しだいに広まっ

て くると，やがて既製のタバコが買え

るようになった。女性が喫煙を始あた

ときに味わった嫌悪感を私 は今で も覚

えている。

私は少年の頃，私の住んでいた小さ

な町の通 りで催 された独立記念日の祝

いに行 ったときのことを覚えている。

そこではある人々は競馬に興 じ，また

ある人々は賭け事師のようにそれ らの

馬に賭けていた。また，多 くの人々が

タバコを口にし，ポケ ットに酒 ピンを

持 っていた。そして，ひどく飲んでい

たために目もうつろで，やたらにしゃ

べり，不敬な言葉を吐いていた者 もい

た。

ポニーの組合せを して レースの準備

ができるまで少 しの時間がかか った。

そ して，ほとんどそのたびに，だれか

が 「やろう，やろう」 と声をかけた。

すると男たちは，少年 も含めて皆決め

られた場所に集まって，なぐり合い，

血を流 し，ののしり，憎 しみ合ったの

であった。

私は人々が このように恥ずべき行為

・に走っているのを見て，また胸を悪 く

した。そして，その休 日にピンクレモ

`

ネー ドを飲み，走る馬をながめなが ら，

この小さな町に住むこれら多 くの隣…人

のように，ウイスキーを飲んだり，不

敬な言葉を語ったり，ののしったり決

してしないようにしようと，再び決心

したのであった。

私が知恵の言葉を決 して破 らないよ

うにしようと決心したのは，まだ小さ

な子供の頃であった。しか も，だれか

らも強制 されずにそうしたのである。

私はそれがどこかに書かれてあり，主

が どう言 っておられたか，、おおよそを

知 り理解 していた。また，主がこれを

告げられたとき，これらすべての有害

な要素を断っことを主は喜 ば れ る こ

と，従って私が したいと考えた事柄は

天父の喜びであることを，私は知って

いた。そこで，私はこれらの有害 なも

のに決 して手を出すまいと堅 く決心し

たのであった。十分に，またはっきり

と決心 したので， 自分 自身 と天父に対

して立てたこの約束を守 り通すことは

大 して困難ではなかった。

後年，アリゾナ州のロータリークラ'

ブの地方理事をしていたときに，国際

会議でフランスのニースに出かけた。

その祝賀会の一環 として，地方理事の

ための豪華な夕食会が催 され，広い会

場に豪勢な食事が準備された6そ の会

場に到着したところ，それぞれの席に

7つ のグラスがおかれていた。また銀

食器 と皿が数多 く並んでいた。 しか も

すべて，ヨーロッパで最上のものばか

りであった。

食事が始まる1と}'ウェイターたちが

給仕のために入って来て，各 テーブル

に7人 ずつつき，ワインとウイスキー

をついだ。各席におかれた7つ のグラ

スにアルコールがつがれ，美 しい色を

放っていた。私は故郷を遠 く離れてい

た。そして多 くの理事を知っていた。

また彼 らも私を知っていた。 しか し恐

らく彼 らは，私の宗教 も，知恵の言葉

に対 して私の取っていた態度 も知 らな

かったことだろう。いずれにせよ，悪

魔が私にささやきかけるような気がし

た。 「いい機会だ。お前は国か らはる

か離れ準地にいるんだ。 ここにはお前

を見ている者はいないそ。グラスの中

のものを飲んだって，だれにもわかり

っこない。いい機会だ。」 次に心地良

いみたまのささやきを感 じた。 「お前

は自分自身に誓約を立てている。決 し

てそれを破 らないと約束 した。天父と

も誓約を交わし，これまでそれを破 っ

たことはない。この誓約を破 ったら，

今までのことはすべて水の泡だ。」'1

時間後にその席を立ったとき，7つ の

グラスはそのままであったと言えば十

分であろう。グラスは，1時 間前にア

ルコールがそそがれたまま，手も触れ

るζとな く，美 しい色彩を放っていた。

さらに，少年時代のことを今思い出

す。ある時，私たちのところに来た郡

治安官か ら，私たちの住んでいた通り

のす ぐ北側にある家の木造のポーチの

床下が，窃盗品の格好の隠 し場所にな

っていたことがわかったと聞かされた

ときには，とて も恐ろしかった。いや

驚いたと言った方が良いだろう。その

家に住んでいた若者は，窃盗狂だった

のである。彼は物を盗む癖があったよ
『うである

。だか らと言って， 自分がそ

れを使うかと言えばそうではない。そ

れまで町中の多 くの人々か ら，馬車の

むちと馬車用のひざ掛けがなくなった

という届けが出されていた。 これ らの

盗難品はそのポ「・チの床下にあり，こ

・の少年 も最後にはそれ らを盗んだこと

を認めた。私たちがそのことでどれほ
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豊かで満ち足りた人生を計画する

どのショックを受けたか，また彼がこ ，

の恐ろしい弱点に打ち負かされたこと

で私たちは彼をどれほど気の毒に思っ

たか，・今でも覚えている。

.R・W・エマソンは言っている。 「人

は皆，隣人にだまされることがないよ

うに気を配 る。 しか し時が経つ と， 自

分がその隣人をだますことがないよう

に心を配る日が訪れる。それか ら万事

が好都合に進む。彼は買物用の手車を

日輪の凱旋車に変えたのである。」『

(更丁舵 ρo〃ψ1θ'θ防 露づηgsoゾR切 助

陥140E〃Z67SOフZ，，「ラルフ ・ウォール'

ド・エマソン全集」P.585)

私たちの行ないが どのように私たち

自身に付 き従 うか，そして自分の蒔 く

ものは必ず 自分で刈 り取 らなければな'

らないことを，この少年は知らなかっ

たのである。私たちのすべての体験 は

人生の価値を増すか，あるいは損 なう

かのいずれかである。邪悪な思いを抱

いたり，邪悪なことを行なえば，必ず

それ相応の報いが下 される。

最近ある新聞に，2百 万 ドル以上の

高額の額面小切手を拾った少女の話が

出ていた。彼女はすぐにそれをどのよ

うに使おうかと思い巡 らし始めたと，

あとで語 っている。 しかし結局，その

小切手を持 ち主に返 した。そして新聞

によると，彼女が期待 していたよりも

ずっ.と少ない礼金を受けたのである。

正 しいことを行なったことに対 してな

ぜ報酬を期待するのだろうか』贈 られ

た礼金に，なぜがっか りするのだろう

か。人々は善行に報いを受ける必要が

あるだろうか。皆さんは，遺失物を返

すときにお礼を期待 しはしないだろう

か。皆さんは，信仰箇条の第13条 を学

んでいることだろう。 「われ らは，正

直，真実，貞潔，慈善，高徳なるべき
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ζと，驚 よびすべての人に善を行 うべ

きを信ず……」

私は万引き行為について少 し話 した

いと思ったが，時間がないようである。

私たちの社会において，商店が万引き

に対処するために，利益の中からかな

りの割合を別分けしておかなければな

らないということは，全 く恥ずか しい

ことである。末 日聖徒の社 会 に お い

て，少なくとも住民の一部が末日聖徒

の社会において， このようなことがあ

るとはいまわしいことである。

では，もうひとつのちょっとした体

験をもって話を結びたいと思 う。それ

は，ペルーの トクエパラでのことであ

る。私たちは教会堂を献堂 していた。

その鉱山の町で働いていた人々の多 く

はアメリカ人であった。献堂式の後，

彼 らはある家で食事をした。私たちが

その家でほかの部屋に移ったところ，

男の子が私のもとに来て言 った。 「キ

ンボール兄弟，僕，伝道に出ようと思

ってるんです。僕に祝福を与えて下 さ

いませんか。」

そこで私は尋ねた。 「ああ，いいで.

しょう。祝福を与えることはとて もう

れしいことだか らね。で も，先程別の

部屋でお会いしたのは君のお父さんで

はないかな?」

「ええ，そうです。」

「じゃ，なぜ祝福をお父 さんに頼ま

ないのかな?」 と私が聞 くと，彼は答

えた。 「お父さんは祝福 した くないと

思います。」

そこで私はその場を出て，す ぐにそ

の父親のもとに行 って尋ねた。 「あち

らにすば らしい息子さんがいますね。

彼は父親のあなたか ら祝福を受けたい

と思っていますが，あなたは彼に祝福

を授けたいとは思いませんか。」

すると彼は， 「息子は私に祝福を頼

まないと思います」と言った。

しかし，その家にいた会員たちが一

緒に集まったとき，私はその父親 と息

子が間もな く並んでそこにいるのを目

にした。ふた りは同 じ思いを持ち，そ

の少年は父親は喜んでその申し出を受

けたことが私にはわかった。

この会に臨んでいる少年たちは， こ

の話を心に留めておいてい た だ き た

い。皆 さんには，世界で母 もすばらしい

お父さんがいる。皆 さんのお父 さんは

神権を所有 しており，喜んで皆 さんに

祝福を授けることであろう。父親は皆

さんにそれを示 したいと望んでおり，

私たちは父親に子供たちは時として内

気な態度をとることを覚えていてほし

いと思 う。子供たちは父親の皆 さんが 、

世界で最 もすばらしい人であることを

知 っている。 しかし，皆 さんがそれを

示唆するならば，恐 らく皆 さんにとっ

て非常に栄えある時を得 ることであろ

う。

兄弟の皆さんと，今宵この場で共に

過 ごせ ることは，すばらしい経験であ

る。皆 さんに平安が与えられ る よ う

に。また，ここ数 日間何度も言われて

きたことであるが，義のみが恵みをも

たらす。神が皆 さんを祝福されんこと

を。私は少年ならびに成人の皆さんに

証申し上げる。神は生きておちれ，イ

エスはキリス トである。 これは救いと

昇栄の偉大な計画であり，唯一の道で

あり，不義の中には決 して幸福は見い

だせない。私たちの主イエス ・キリス

トのみ名によって証する。アーメン。

末 日聖徒 イエ ス ・キ リス ト教会

第144回 年次総大会神権会にお け

.る 説教

「

'



愛する兄弟たち，私は今日， 「汝 ら

主の器を持つ者よ潔 くあれ」(教 義 と

聖約133：5)と いう聖句をテーマと

して，心にあることを述 べ た い と思

う。これは神権の召 しを全力を尽 くし

て遂行するあなたがたにとって，実に

時宜を得たテーマではないだろうか。

まず初めに，私は証を述べたい。私は

キンボール大管長が予言者であり，主

よりその代弁者 として召された人であ

ること，またタナー副管長 も，啓示に

より第一副管長に召されたことを，み

たまの力を通 して知 っている。私はこ

のふたりを 「誠心より」支持するもの

である。(教 義 と聖約17：1)

このようにしてあなたがたの前に立

っていると，私はペテロが当時の兄弟

たちに向かって自らの思いを述べたと

きと同じような気持にか られる。ペテ

ロは言 った。 「……あなたがたは，選

ばれた種族，王国の神権者……」(欽

定訳1ペ テロ2：9)こ の地上に住む

あらゆる人々の中で，私たちは最 も栄

誉ある民である。

私たちは神の霊の息子 として前世で

大会議に臨み，天父が福音の計画をお

示 しになるのを耳にした。そして第一

の位を保つ者はさらに付け加えられ，

第二の位を保つ者は 「とこしえに栄光

をその頭に付け加えられん」と，その

み言葉を拝聴 したのである。(ア ブラ

「汝 ら

主 の器 を持 っ者 よ

ハ ム3：26)

私 た ちは 第 一 の位 を 保 った 。 な ぜ な

ら肉体 を 「付 け 加 え 」 られ て この 地上

に い るか らで あ る。

私 た ちが さ らに 「と ζ しえ に栄 光 を

潔 く あ れ 、

第一副管長

マ リオ ン ・G・ ロム ニ ー

その頭 に付け加えられることを望むな

らば，この地上 にいて次のふたつのこ

とをなさねばならない。まず第一に神

権を受けることであり，第二に神権の

召しを全力を尽 くして遂行することで

ある。主は，神権なくしてだれ もこの

栄光にあずかることはできないと言わ

れた。 「而 して汝 らが受けたるこの神

権に来 らざる者は禍なるかな………」

(教義と聖約84：42)

神権を受 けた私たちは，神権の召し

を全力を尽 くして遂行するならば，さ

らに栄光を付け加えられるであろう。

さて私はあなたがたに，主が神権につ

ける誓約を私たちにお与えになるとき

に用い られた言葉を聞いていただきた
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汝ら主の器を持つ者よ潔 くあれ

いと思う。

主は言われた。 「およそ忠実にして

わが今語れる二つの神権を得，而 して

その天よりの召を全力を尽 して遂行す

る者たちは，(た だ受けるだけではな

い。受けて全力を尽 くして遂行するの

である)1『みたま』によりi聖め られて

その肉体再新さる。

これらの者はモーセの息子たちとな

り，アロンの息子たちとなり，(引 用

している章，すなわち第84章 の啓示の

前の部分で・主はざルゲゼデク神権者

をその神権の位に基づきモーセの息子

たちとして，またアロン神権者とその'

神権の位からアロンの息子 としておら

れる)ア ブラハムの子孫 となり，また

教会員にして王国の民 となり神の選民

となる。(私 たちの意図するところは

この召 しと選びを確かなものにするこ

とである。そしてそれを可能にする唯

一の方法は，とりもなおさず，神権を

受け，その召 しを全力を尽 くして遂行

することである。続けて主は約束され

た。)

主は言 う，またすべてこの神権を受

・け入るる者は，われを受 く る な り。

(このことを考えていただきたい。神

権を受け，その召 しを全力を尽 くして

遂行する者は 『われを受 くるな り』と

主は言っておられる。)・

・そは，㌔わが僕らを受け入るる者はわ
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れを受 くればなり。1

また，われを受け入るる者はわが父

を受 くるなり。

而 して，わが父を受け入るる者はわ

が父の王国を受 くるなり。この故にわ

が父のもてるすべては彼に与え らるべ

し。(か くして栄光はとこしえに付け

加えられ，主の持てるすべてのものが

私たちに約束 される。)

而 してこは神権に属ける誓詞 と誓約

によりて然 るなり。 この故にこの神権

を受 くる者は，すべてわが父のこの誓

詞 と誓約 とを受け(主 ゑらこの約束を

受け)，而 してこれをわが父は破 ること

も変えることも為したもうはずなし。

(破るのは私孝ち人間の側である。そ

して実際多 くの人々が この誓約を破・っ

て しまう。その結果はこうである。)，

..されど何人にまれ二度 この誓約(神

権鱒 び・その乱 を全力を駅 して

遂行するとい警 約)綬 喫 後これ

鋤 ・またモざ とくこηこ鞘 亥

る駕 この壁 於ても未来の弊 撫

も罪識趨 レを受くることなや治 尋し。

(ここで主が述べておられるのは必ず

しも赦されざる罪のことではなく， こ

の神権を受けて しかもなおその何たる

かを珪解 していなが ら;召 しを全力を

尽 くして遂行しない者は，後の世で取

り戻そうと思っても取 り戻せないもの

を失 ってしまうというこ・とである。)

わ れ 今 汝 らに一 つ の誠 命 を 与 えて 自

らを警 め しむ 。 す なわ ち汝 ら永 遠 の生

命 な る言 に勉 め て 心 を 留 め よ。

そ は ， 汝 ら(神 権 を 受 け た る者 は)

神 の 口 よ り出 るす べ て の 言 に よ りて 生

くべ け れ ば な り 。」(教 義 と聖 約84：33

-44)

この訓 告 か ら私 は ， 「1847年1『月14

日， ア イ オ ワ州 カ ウ ン シル ・ブ ラ フス

の近 く ミズ ー リ河 の西 岸 ， オ マパ ネ ー

シ ョ ンの イ ス ラエ ル 陣 営 の 冬 季 野営 地

に於 て ，大 管 長 ブ リガ ム ・ヤ ン グを 通

じて」 与 え られ た偉 大 な啓 示 の 中 の 主

の み言 葉 を思 い 出 した 。・(教 義 と聖 約

136前 書 き)

「… … そ は汝 らい ま だ潔 か らざ れ ば

な り。 ま た， 汝 らい ま だ わ が栄 を 受 く

る能 わず ， され ど汝 ら忠 実 に わ が言 い

た る言 をす べ て 守 ち ば栄 を見 る・こ とを

得 ん 。 こ の言 は ア ダ ム の時 よ りア ブ ラ

ハ ム に至 り， ア ブ ラハ ム よ りモ ー セ に

至 り， モ ー セ よ りイ 土 ス と そ の使 徒 に

至 り， イ エ ス と そ の使 徒 よ りジ ョセ フ

・ス ミス に(そ して 私 た ち は こ う付 け 「

加 え る こ とが で き よ う。 す な わ ち 『そ

して キ ン ボ ール 大 管 長 に』)至 る まで

の もの に して … … 」(教 義 と聖 約136：

37)

・「神 権 に 属 け る誓 詞 と 誓 約 」 とい う

言 葉 を考 え る と き， あな た が た 一 人 一

人 もか つ て 同 じ経 験 を した こ とで あ ろ

零



うが，私は，約束 された祝福の崇高 さ

に畏怖の念をおぼえ，・また同時に，そ

の祝福を受けるに必要な条件を考える

と，自らを低 くせざるを得 ない。
'約束

の祝福を受けるために，私たち

が 「勉めて心を留めゴなければならな

い 「神の口より出る」 『「永遠の生命の

、言」は数多 くあると思われる。その中

に次の戒めがある。「安息 日を覚えて，

これを聖とせ よb」(出 エジプ ト20：

8)

私たちの時代にあうて，主は安息日

を守ることを非常に重要視 しておられ

る。'聖徒たちが初めて ミズー』り州イン

デペンデンスに集合したとき，主はシ

オンを建設 しそこに住む人々が守 らな

ければならない標準を示された。1その

中で強調 されたもののひとつが，'安息

日の遵守である。主は言われた。

「汝なおさら充分に世の汚れに染ま

ざる様/祈 りの家に行きてわが聖日に

汝の聖式を捧 ぐべ し。

そは誠にこの聖日は，汝命ぜ られて

働 きを休み，いと高き者に礼拝を捧 ぐ

べき日なればな り。

されどこの主の聖日に於ては，いと

高き者に汝の捧物と聖式とを奉 りて，

兄弟たちに向い主の前に於て汝の罪を

告白するを忘るべか らず。

而 して汝この日には他に何事を もな

すことなかれ。た ゴ汝が断食を完か ら

しあんたあ，言い換 うれば汝悦びを以

て充されんため，真心をこめてその食

物を支度することのみを 為すべし6」'

(教義 と聖約59：9，10，12，'13)

私たちは安息日を安息日として過ご

さない ごとが普通にならている社会に

住んでいる。そめような中で神権の召

しを全力を尽 くして遂行するために，

私だちは，世にあらて世のものとなっ

てはな らない。なぜな ら主はこ'う言わ

れたか らである。「シオンに住む民は，`

また安息日を守りセこれを 聖 くす べ

し。」(教 義と聖約68：29)

安息 日に買物をするべきではない。

安息 日にシオンの町で買物をする人は

ひとりとしていないだろう。

安息 日に娯楽行事に参加したり，猟

やつりに出かけるべきではない。'

もし，私たちが神権の召しを全力を

尽 くして遂行し允いと心か ら思うな ら

ば，主が教義と聖約の59章 で与え られ

た指示の範囲内で安息日を過ごすはず

である。

抵かにも'「永遠の生命の言」1をあげ

てみよう。

「……汝 らは主の器を持つ者よ潔 く

あれ。ゴ(教 義 と聖約133：5638：'42・

も参照のこと)

「だか ら'世め人々よ，汝 らはみな自

分のしたことに対 して裁 きを受けるよ

うになることを記憶せよ。

それ で ， も し も汝 らが 自分 らの試 し

の生 涯 で 悪 い こ とを じ よ う とす るな ら

ば ジ 神 が 裁 きを な さ る座 で 自分 た ちが

汚 れ て い る こ とが解 るで あ ろ う6汚 れ

て い る もの は神 と一 し よ『に住 む ご とが

で きぬ か ら，'汝ら は永久 に捨 て られ な

くて はな らな い 。」'(1二L9ツ ナ イ10

：20，21>こ れ は ニ ー ブ ブイ の言 葉 で

あ る。

「しか し ご らん デ ま だ よ く聞 け
。神

の王 国 は け が れ て い る『もの で な い か

ら， どん な不 潔 な もめ も神 め王 国 に入

る こ とが で ぎな い の で あ る。… …」(1：

ニ ー・フ ァ1イ15：134)

そ れ か ら600年 の後 ，∴復 活 しだ イ 土

スは ニ ー フ ァイ人 の 弟子 た ちに こ う語

られ た。 「そ もそ も，清 か らざ る もの

は御 父 の王 国 に 入 る こ'とを得 ず6・信 仰

を し， す べ て の 罪 を悔 い改 め ，終 りま・

で誠 を つ くし，以 て わ が血 に よ りて そ

の衣 を洗 い し者 の ほ か に は御 父 の 安息

に入 り得 る者 な し 。」(皿 ニ ー フ ァイ27

：19)

この末 日の 神権 時 代 の初 頭 ，'イエ ズ

は 大 会 に集 らた 兄 弟 だ ち に こ う言 わ れ

た 。 「… … 汝 ら主 の 器 を 持 つ 者 よ潔 く

あれ 。」(教 義 と聖 約133：5)'

以上 あげ た 聖 句 は， パ ウ 面が コ ゾン

ト人 ぺ 書 き送 った 予 紙 の中 め山節 を 思

い 起 こ させ る。ト 「あ な たが た は神 の 宮

で あ って ，神 の 御 霊 が 自分 の うち に宿・
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汝ら主の器を持つ者よ潔 くあれ

っていることを知 らないのか。もし人

が，神の宮を破壊するなら，神はその

人を滅ぼすであろう。なぜなら，神の

宮は聖なるものであり，そして，あな

たがたはその宮なのだか らである。」1

：(1コ リン!・3：16，17)

現代社会は汚れた行為のるつぽと化

している。 もし神権の召 しを全力を尽

くして遂行 しようと思 うならば，私 た

ちはそのような社会に対 して油断な く

身を固あておかなければならない。

主は知恵の言葉の中でそれらの行為

についてい くつか警告を与えられた6

「すなわち，汝 らの中に葡萄酒また

は強き飲料を飲む者あらば，見よ，1そ

れは宜しか らず。また汝 らの御父の眼

にも適わざるなり。∵…ユ

「……タバコは体のため に な らず

。'''"o」

「ま た言 う。 熱 き飲 料 は体 や腹 の た

め に な らず 。」.(教義 と聖 約89：5，8，

9)

言 うま で もな いが ， い か な る種 類 の

もの で あ らて も，習 慣 性 の あ る薬 剤 を

飲 用 す る こ とは知 恵 の言 葉 の真 意 を そ

こな う もの で あ り， 心 身 共 に 汚 れ る こ

と にな るσ

・招 しを 全 力 を尽 くして 遂.行し よ う と

す る神 権者 は ，.私た ちの この 放 縦 の 社

会 に蔓 延 す るあ らゆ る汚 れ ， 書 物 に，.

ス テ 幽ジ や ス ク リ幽 ン に， 娯 楽 場 に，
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その他いろいろなところで見受けられ

る汚れを遠ざけるはずである。神は潔

く：ない神権者がみもとに来 るのを許 し

たまわない。

今 日の私たちの社会を我がもの顔に

はいかいする最 も堕落した，人を卑し

い者にする悪 は，不貞 とい う悪であ

る℃ 主がシナイ山か らとどろくような

声で語 られた言葉を もう一度思い起 こ

そうではないか。 ドあなたは姦淫 して

はならない。」(出 土ジプ ト20：14)

モーセの律法では，この罪を犯 した

者の受ける罰は死であった。私たちが

住むこの堕落 と放縦の時代にあって，

人々は，この罪を犯しても別に罰を被

ることはないと考えている。しかしな

がら神の律法にあってこの罪が人の霊

を滅ぽす罪であることは，いつの時代

も同じである。その受ける報いは霊の

死なのである。姦淫の罪を犯 し，まだ

赦しを得ていない人は，・神権の召 しを

全力を尽 くして遂行 しているとは言え

ない。クラーク副管長はかつてこう語

った。 「主は私通(未 婚の男女が性的

な関係を持つこと一 訳者注)と 姦淫

との間にいささかの区別 もおいておら

れない。」(Co卿7θ%68R砂07'「 大会

報告」1949年10月 〔英文〕P.194)私

はこう付け加えたい。 「主は姦淫 と性

の倒錯を，いささかも区別してお られ

ない」と。 ド1

イ土スが私たちにお与え下さった標

準はこうである。

「『姦淫するな』 と言われていたこと

は，あなたがたの聞いているところで

ある。

しかし，わたしはあなた が た に言

う。だれでも情欲をいだいて女を見る

者は，1心め中ですでに姦淫をしたので

ある。」

この罪がいかに重大であるかは次の

節で明 らかである。 「もしあなたの右

の目が罪を犯 させるなら，それを抜き

出して捨てなさい。五体の一部を失っ

ても，全身が地獄に投げ入れ られない

方が，あなたにとって益である。」(マ

タ!f5：27-29)

確かに私たち神権者は，神権の召 し

を全力を尽 くして遂行 し，や がては永

遠の生命を得て 「とこしえに栄光をそ

の頭に附け加えられる」者 として，次

の主の戒めを守 るよう熱心に務めるは

ずである。 「汝 ら主の器を持つ者 よ潔

くあれ。」(教義 と聖約133：5)

そのようになることをへりくだり祈

りつつイエス・キリス トのみ名により，

アーメンo

末 日聖徒イエス・キリス ト教会

第144回 年次総大会神権会におけ

る説教

卜
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多 くの場所において，直接間接にこ

の会に臨んでいる神権者の兄弟たち，

(今晩， この会には20万 ほどの人々が

臨んでいるが)こ の集 りは王の軍勢，

偉大なる兄弟たち，世にあって最 も大

いなる力である。神の神権者たること

末 日聖徒・イエス ・キリス ト教会の偉大

なる兄弟の中のひとりであること，そ

れは何たる幸福，何 という祝福であろ

うか。

今宵，私たちは導 きを受け，みたま

を受け，信仰 と証を築 き，美しいコー

ラスを楽 しんだ。 さて私たちはこれか

らほどなくして，神の予言者の声に耳

を傾ける特権にあずかる。彼はイエス
・キリス トの教会の大管長，地上にお

ける今 日の主の代弁者である。彼が語

るとき，私たちはこの偉大なる指導者

スペ ンサー ・W・ キンボールに従おう

という決意 と聞く耳 とをもって，彼の

声に耳を傾けようではないか。

私は主が選ばれた4人 の予言者1こ，：

副管長 として仕えるというどの上ない

特権にあず力季った。私は彼 らが真に神

の予言者であることを証するb私 はこ

こで皆様方 と共に，主が教会の指導者

たちをどのようにして選び，聖任し，

任命 したもうかを再度考えてみたい。

その継承は，何 と円滑に行なわれるこ

とであろうか。

イエスは地上におられたとき，伝道

を始め教会を建て， 「弟子たちを呼び

寄せ，その中から十二人を選び出 し，

これに使徒 と い う名をお与えになっ、

た。」(ル カ6：13)そ して主は使徒た

ちに言われた。 「よく言っておく。あ

なたが地上でつな ぐことは，天で も皆

つながれ，あなたが地上で 解 く こと

は，天でも皆解かれるであろう。」(マ

タ/f18：18)

このことか ら，主は彼 らに鍵iと権能

を含む完全な使徒職を与えられたこと

がわかる。彼 らは時来たらば先任使徒

として，または教会を預る者 として働

くことができた。ペテロ， ヨハネはキ

リス トが地上を離れたもうた後，最高

の管理体として任命されたのである。

主 に 選 ば れ し 者

大管長会第一一副管長

N・ エ ル ドン ・タ ナ ー

末 日に お け る教 会 も， 同 じ原 則 に基

づ い て い る。 ジ ョセ ブ ・ス ミス が 主 に

選 ば れ た 後 ， ペ デ ロ， ヤ コ ブ， ヨハ ネ

が現 わ れ て ，彼 とオ リバ ー ・カ ウ ドリ

に メ ル ケ ゼ デ ク神 権 を授 け， 彼 らを 主

イ エ ス ・キ リス トの 使 徒 に聖 任 した 。

教 義 と聖 約 に は， ジ ョセ フ ・ス ミス

(二 代 目)は 教 会 の 第 一 の 長 老 と して、

召 され た と記 され て い る。 「… …父 な

る神 の 御 こ こ ろ と汝 らの 主 イ エス 、・キ

リス トの 恩 恵 と に よ り汝 は聖 見 者 ・翻

訳 者 ， 予 言 者 ， イ エス ・キ リス トの使

徒 ， 教 会 の 長 老 と称 せ られ んbま た 汝

は聖 霊 に感 じて 教 会 の 基 を 築 き， それ

を 最 も聖 き信 仰 に築 き建 て ん 。」(教 義

と聖 約21：1，2)

12人 の使 徒 が 召 され る こと と， そ の

人 々を 選 ぶ 方 法 につ いて 予 言 者 とオ リ

バ ー ・カ ウ ドリに知 らされ た の は， 教

会 が 組 織 され る前 年1829年6月 で あ っ

た が ， 最 初 の十 二 使 徒 評 議 員 が 任 命 さ

れ た の は1835年 の こ とで あ った。 それ

か らモル モ ン経 の3人 の見 証 者 た ち は

.予言 者 ジ ョセ ブ ・ス ミス を通 して 与 え

られ た主 の指 示 の も とに， 使 徒 に聖 任

さ れ る は ず の12人 を捜 し出 す よ う指 示

を受 け た。(DOC鰯Z6窺 α7y研 瀦07yoグ

痂6C加7碗 「教 会 歴 史 記 録 」第2巻P，

186，187， 教 義 と聖 約18章)

そ の人 々 は予 言 者 ジ ョセ ブの指 示 に

従 って選 ば れ ，使 徒 に聖 任 され ， パ ウ

ロ や イ エ ス ・キ リス ト時 代 の使 徒 た ち

に与 え られ た と同 じ権 能 を 与 え ら れ

た。 この こ とは次 の よ うに記 され て い

る。 「ま た この十 二 人 は ，前 記 の三 人

の管 理 大 祭 司(教 会 の 大 管長 会)と 権

威 と権 能 とを 同 じ くせ る定 員 会 を構 成

す 。」(教 義 と聖 約107：24)

ま た ， 「教 会歴 史記 録 」 に は こ う記

さ れ て い る。 「次 に ス ミス 大 管長 は現

在 の大 管 長 会 の 次 に位 置 す る十 二 使徒

の義 務 と権 能 に つ い て説 明 した 。 … …

ま た十 二 使徒 は ， 『私 な らび に現 在 私

の副 管 長 で あ る シ ドニ ー ・リグ ドン，

お よ び フ レデ リ ック ・G・ ウ ィ リア ム

ス』 に よ って構 成 され る大 管 長 会 以 外

の もの の 管理 は 受 け な い 。 「も し私 が

い な くな れ ば(死 ね ば)， 十 二 使徒 を

管 理 す る大 管 長 会 は な くな る』。」(「教

会 歴 史 記 録 」 第2巻P.373-74)

ウ ィル フ ォ ー ド ・ウ ッ ドラ フ大 管 長

は語 って い る。 「末 日聖 徒 の皆様 に申

し上 げ る。 神 の 王 国 の鍵 は こ こ に あ

る。 ま た これ か ら もあ るで あ ろ う。 人

の 子 の 再 臨 の と き まで 。 す べ て のイ ス

ラ手 ル に知 ら しめ よ う。 …… か つ て 地

上 に存 在 した 者 の うちで ， 神 の王 国の

鍵iを持 ち なが ら人 を迷 い に導 いた 者 は

ひ と り も い な い 。」(1万sco%7sθs(ゾ

四'4/∂θ41〃bo47zげ 「ウ ィル フ オ ー ド

・ウ ッ ドラ フ説 教 集 」P .73，74)

ジ ョセ ブ ・ス ミス の死 後 ， ブ リガ ム
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主に選ばれし者

・ヤングは次のような言葉をもって会

を召集 した。 「私はさまざまな神権定

員会に属する人々と特別な会を開 き，

そこで喜びを共にした.いと思 う。……」

そしてこの集会で彼はこう述べた。

「……私はこの時代におけるイエ界 ゼ

キ リス トの使徒一 予言者 ジョセブを

通して啓示によって神に召され，地上

の神の王国の鍵の保持者 として聖任 さ

れ油注がれた使徒 として，十二使徒定

員会の私の召 しを遂行す る。」

そして彼はこう尋ねた。 「教会はこ

う望んでいるのだろうか。彼 らは十二

使徒が人々の最高管理体 として支持 さ

れることを望んでいるのだろうか。」こ

の案は全員一致で支持され，彼が反対

の挙手をとったが，手を挙げる者はい

なかったと記録されている。

ブリガム ・ヤングが，順次神権定員

会の支持を得ようとした ことは明 らか

である。同様 に今朝私たちも，聖会に

おいてそれを行なった。彼はこう言 っ・

ている。 「これ(こ の支持の方法〉は

他の方法に代わるものである。またこ

れは定員会ごとに行なわれる。」.(「教

会歴史記録第7巻P.230，232，240)

続いて彼は，新 しい大管長会が組織さ

れるまでジ十二使徒はひき続き元の地

位に留まって働き，王国の鍵iを持ち，

教会の業を管理 し，すべての事柄に対

して正式な指示を与えると説明 した。

ヅヨゼ フ.・ス ミスの死以来， これまで

ずっとこの手順が とられて きた。その

ように， このときも大管長会が組織 さ.

れ，ブリガム ・ヤングが教会の大管長

となるまで3年 半の間，十二使徒が教

会を指導 したのである。/

ヴィルフォー ド・ウッドラフ大管長

は，なぜ十二使徒会の会長以外の者が

教会を管理するよう召されるべ きでは

ないのか，その理由を問われたとき，

このように答えてい『る6『「第一に，教会

の大管長が亡 くなった時だれが教会を

管理する権能を持つのだろうか。それ

は神の啓示によっ}と聖任され組織され 馳

た十土使徒定員会である。他のいかな

るものもこの権能を持たない。では，十

426.

二使徒が教会を管理するときは，だれ

が教会の管理者 となるのだろうか。そ

れは十二使徒会の会長である。大管長

会が組織され，大管長が2名 の副管長

を管理するときに，大管長が教会の管

理者であるように，彼が十二使徒を管

理する間は，事実上教会の管理者であ

る。」これは1887年3月28日 ヒーバー・

J・ グラント長老宛の手紙の中に述べ

られており， ウィルフォード・ウッド

ラフの署名がある。 この原則は今た至

るまで百年有余続いているのである。

教会の全歴史を通 じて，教会の大管

長として選ばれた人々は，確かに予任

された，その時期に最 もふ.さわしい人

であった。ジョセブ ・ス ミスは初めて

ブリガム ・ヤングに会 ったとき，将来

彼が教会の大管長となるであろうと言

ったと記録されている。ブリガム ・ヤ

ングが十二使徒会の会長となり教会の

大管長 となった出来事について考えて

みると，エレミヤやその他の予言者が

そうであったように，彼は確かに生を

受けるず っと以前か ら予任 され選ばれ

ていたことがわかる。

予言者ジョセフが世を去 ったとき，

教会の大管長 としての責任を受ける準

備のできている人はいないように思わ

れた。ジョセブは教会のために啓示を

受ける賜を授けられた人，他の多 くの

予言者に勝る力を備えた人であり，彼

こそ，その業を遂行する.にふ さわしい

人であった。 しか し彼の死後教会の大

管長となったブリガム ・ヤングも，そ

の時代のために備えられた人だったの

である。彼もその時に必要な事柄を行

なう特別な賜と才能とを もっていた。

ブリガム ・ヤングは偉大な指導者であ

り，開拓者であ り，組織者であった。

彼はかつて予言者ジョセフが予言 した.

通り，まざしく教会を導び く人，ロッ

キー山脈のただ中に教会を打ち建てる

人であった。

また，ジョン ・テイラー大管長がい

かにして守 られだかを知れば，さらに

このことに納得がゆ く。ジョン ・テイ

ラーは殉教するはずの人であったかも

レれない。「レか々なが ら彼は1灘 もセ

ブ ・ス ミスが殺 されだときに受けた致

命的な傷に耐えたのである。彼の働き

をすべて考えぞみれば，彼が確かにそ

のとき必要 とされていた人であること

の裏付けが得 られる。同 じことが彼に

続 く教会のすべての大管長 に も言 え

る。

リー大管長が教会を管理した;期簡は

ほんのわずかであったが，彼の指導の

もとに大いなる進展 と成就があめ引教

会のさらに大 きな進歩と成長の基が置

かれたことを理解するに違いない。

今私たちは，主に選ばれ予任 された

新 しい大管長を迎えた。彼は30年 間使

徒として訓練 され，試みられ，鍛え ら

れ， この高 く聖 き役職のために，3度

も命を救われた。

「予言者ジョセフ ・ス ミスの教え」

に次のような言葉がある。 「世の人々

のために働 くよう召されたすべての人

々は， この世が造 られる前，天上の大

会議において，正にその目的のために

聖任されていたのである。」(P.365)

何度 も言われてきたことであるが，

予言者を召 し1予 言者の任を解 ぎたも

うのは主である。私たちは常にこめこ

とを心にとめておかねばならない。他

めいかなる力も予言者を召したり，予

言者の任を解いたりすることはできな

い。前に指摘 したように，教会の大管

長が世を去ったときは，十二使徒会定

員会が後を受け，先任使徒すなわち十

二使徒会会長が管理者 となる。

ハロル ド・B'・り一大管長が亡 くな

ったときに起 こった出来事は重大な意

味を持つ。ロムニー副管長は病院に呼

ばれ， リー大管長 と話 した。 り一大管

長は， しばらくの間その任務が遂行で

きなくなると考え， ロムニー副管長に

言 っだ。 「タナー副管長は遠 くへ行 っ

ています。私の代わりに，教会の仕事

を進あていただけませんか。」 その少

し後，ギンボール会長がやって来て，

ロムニー副管長 に 「私にできるこ『とで

したら何でもいたしますか ら遠慮なく

おっしゃ6て 下さい」『と言 う`た。 しか



し，そう こうするうちにリー大管長の

死が告げ知 らされると，今度はロムニ
ー副管長がキンボール会長に向か って

言 った。 「さあ，責任は十二使徒定員

会の会長であるあなたに移 りました。

私はあなたの指示に従います。私に助

けられることなら何でもしますよ。」

これ こそ教会の秩序に従った全 く範

例であり，教会が大管長会空席のまま

放置されることは決 してな く，大管長

会の次世代への移行がいかに円滑 に行

なわれるかを示す，すばらしい模範で

ある。キンボール会長は十二使徒会会

長 として，時を置かず教会を管理する

責任を受けた。

私 はここで彼が教会の大管長 として

指名され聖任されたときの手順につい

て述べたいと思う。 しか しその前に，

14年前の1960年4月4日 に与えられた

キンボール大管長の大会説教を引用 し

たい。

「優 しく幼な子を見おろしながら，

その子が大管長に，あるいぼ国の指導

者になった姿を心に描かない母親がい

る だ ろ うか 。 母 親 は腕 の 中 に抱 か れ て

い る子 供 が ，政 治 家 に ， あ るい は り一

ダ ー に， 予 言 者 に な る姿 を 心 に浮 か べ

る もの で あ る。 そ して ど の夢 か が現 実

の もの とな るの で あ る。 あ る母 親 は シ

ェイ クス ピ アを 世 に 出 し， ま た あ る母

親 は ミケ ラン ジ ェ ロを ， そ して アブ ラ

ハ ム ・リス カ ー ン を， そ して あ る母 親

は ジ ョセ ブ ・ス ミス を世 に送 った 。

「神 学 者 が よ ろ め きつ ま ず い て い る

と き， 人 々が 口 々 に偽 りを語 り心 の定

ま らな い と き，人 々 が主 の 言 葉 を 求 め

て こな た か な た へ は せ まわ るの に， こ

れ を得 な い と き， また 過 ちが 拭 い去 ら

れ 霊 的 な 暗 黒 が 晴 らされ ， そ して 天 が

開 か れ る ことが 必 要 な とき に， ひ と り

の幼 な子 が 生 ま れ る。」 何 と予 言 的 な

こ とで あ ろ うか 。(1960年4月 大 会 報

告)

1895年3月28日 ， ソル トレー クシ テ

ィー に ち ょう ど この よ うな幼 な子 が産

まれ た。 名 前 は ス ペ ン サ ー ・ウ ー り一

・キ ン ボ ール で あ る。 この偉 大 な人 の

誕 生 か ら今 日ま で の半 世 の 間 に は，19

74年7月 号の聖徒の道にボイ ド・K・

パッカー長老が巧みに書 き表わされた

ように，非常に興味ある話がある。

ウィルフォー ド・ウッドラフは大管

長 として在任当時，大管長の死後は時

を置かず次世代の大管長会を組織する

ことが主のみこころであると語 った。

ゆえに，1973年12月30日 ， リー大管長

死去のわずか4日 後，十二使徒定員会

のキンボール会長は大管長会の再組織

について話 し合い，定められている措

置をとるために，十二使徒定員会全員

を神殿の一室に集めた。副管長であっ

たロムニー長老と私は，それぞれ十二

使徒定員会の自分の位置へ戻った。

キンボール会長はり一大管長の死去

に深い悲 しみの意を表わし，自分がそ

の任に不十分であると思われる旨を述

べた後，大管長会再組織についてどの

ように感 じているかを先任順に話すよ

うにと言われた。

十二使徒全員が話 し終わると，彼は

今 こそ大管長会を再組織す る 時 で あ

り，主 は彼すなわちスペンサー ・W・
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主に選ばれし者

キンボール会長が この期間教会を管理

するよう望んでおられると感ずる旨を

表明した。愛に満ちた主のみたまがあ

ふれんばかりに注がれ，兄弟たちの思

いにも言葉にも完全な一致と調和があ

った。我々の望みも目的もただ主のみ

むねに従うことであった。だれの心に

も疑問は湧かず，すでに表明された主

のみむねのみが胸にあった。

その後，エズラ ・タフト・ベンソン

長老が，大管長会を組織 し，スペンサ
ー・W・キンボールを大管長，予言者，

聖見者，啓示を受ける者，教会を預 る

者として支持 し，聖任 し，任命すべき

であると正式に提議 した。 この提議は

即座に満場一致で採択された。

キンボール会長は，謙遜 に進み出て，

その提議を受け入れることを表明し，

それから主のみたまと祝福が彼に注が

れ，主の御旨を行なうことができるよ

うにと祈 られた。彼は常に リー大管長

が教会の大管長 として働けるよう，健

康と体力と活力と主の祝福が与えられ

るようにと祈っていたと語った。また

彼は愛する妻カミラと共に，真心か ら

この責任が自分の肩に置かれることが

ないようにと祈 り， リー大管長は自分

よりも長生きされるに違いないと考え

ていたと特に強 く語 った。この時私は

ゲ ッ，セマネの園で祈られた救い主を思

い浮かべた。 「∴…・わが父よ， もしで'
コき コ

き る こ とで した ら ど うか ， こ の杯 を わ

た しか ら過 ぎ去 らせ て くだ さい 。 しか

し，，わ た しの思 い の ま ま にで は な く，

み こ ごろ の ま ま に な さ って 下 さ い ゐ」

(マ タ イ26： 『39)そ して 彼 は そ の杯 を

受 け たd'

そ の後 ， 彼 は第 一 副 管 長 と してN・

土 ル ドン ・タ チ ー 牽， 第 土 副 管 長 と し

て マ リオ ン ・G・ ロ ム ニ ー を選 ん だ。

私 とロ'ムニ7長 老 は キ ン ボ ー ル会 長 を

教 会 の大 管 長 と レて 支 持 す る こ ど.全 ・

力 を尽 く して そμ それ の責 任 を全 ラ す

るζ とを 表 明 し， 彼 の上 に主 の祝 福 が
、

あ るよ う祈 った。 ・

、・続い璽 ジ㍗ 長老が+二 使徒評議 ，

員会会長に支持寮なな露そ一してキンボ
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一ル長老は部屋の中央に席を取 り，全

員が彼の頭 に手を按いた。我々は真に

主のみたまが我々と共にあり，暖かい

ものが胸に満ちるのを感 じた。ベンソ

ン長老のすばらしい祈 りと祝福によっ

て，スペンサー ・ウー リー ・キンボマ

ルは末日聖徒イエス?キ リス ト教会の

予言者，聖見者 ・啓示を受ける者，そ

して大管長 と して 聖任 され任命され

た。

私はすべてが教会の方法と秩序にの

っとって行なわれたこと.そ してスペ

ンサー・W・キンボールが主の予言者，

主の教会，地上における主の王国の大

管長であることを証する。 これは皆様

方に対する，そして世に対する私の証

である。彼が大管長 として指名 されて

以来，ステーキ部大会において，「そし

て本 日のこの聖会において，人々は熱

烈に彼を支持 した。キンボール大管長

を神の予言者として受け入れ支持 し，

神 の王国の建設のために，さらに言 う

な らば大いなる義のためにダ彼の指示

のもとに全力を尽 くして働 き，世を私

たちの主であり救い主であるイエス ・

キ リス トの再臨に備えさせ ることは，

私 たちひとりびとりの大いなる特権で

あり名誉であり責任である。

しか しなが ら今まで もそうであった

ように，まだ大管長の選出と手順 に疑

問を持つ人がいる。ある入な どは自分 ・

が教会の大管長になるべきであるな.ど

、と私 に書いてよこした。私は皆様 に申

し上げたい。今述べだような教会に蓄.

ける手続 きやイエス ・キ リス トの教え

は人間の手により審議に付されるよう

なi類のものでばないことを覚えていた

だきたい。それは主の教会，加えて王

縢睡撫 驚 隷
伴 ケものである。そレて私#ち が教会

員 としτ，，また私たちの持つ神権 に対

してふさわしいかを湶めるのは私たち、

自身の問題なのである。

教会ρ指導者πちは主1と対 し1そ責任

があるという ζとを常に心にとあてお』、

.，いてほしい加主は指導者たちが誤.った

方 向に進むとき，彼らの道を正 し，彼

らがその任を成 し終えたとき彼 らを解

任 したもうのである。我々は以前か ら

ず っと警告し続けてきた。神が教会を

管理する者として権能を与えられた人

に逆 らい，悔い改めないならば，主は

その人からみたまを取 り上げられる。

兄弟たち，主のみたまの導 きを受け，

その祝福に浴 したいと望むならば，つ

ぶやかず，不平を言わず，欠点を捜 さ

ず，その地位には他の人が就 くべきだ

などと考えず，主の選びたもうた人に

忠実でありなさい。三人の見証者のひ

とりであり，天の御使いか ら神権を受

けたオ リバー ・カウ ドリや大管長会の
一員であったシ ドニー ・リグ ドンのよ

うな高い地位 にあった人でさえ，神の

予言者に異議を唱え，批判 したために

教会か ら脱落 した。

皆様が，指導者として神が選びたも

うた人を誠実に信 じ，支援 し，支持 し，

従 うよう祈る。そうす るとき私たちは

祝福を受け，主のみたまは私たちと私

たちが信仰深 く活発であるようにと教

え励ます私たちの家族 と共にある。そ

一して神のみ業は成 し遂げられ薯神のみ噛

こころが行なわれ る。主は主の予言者

について こう言 っておられるからであ

る。

「そは彼の言は，汝の全 き忍耐 と信

仰 とを以て，あ たかもわが口より聞 く

が如 くにこれを受け入 るべきなればな

りづ、こ栃 の≒とを為さば・地獄の門

も汝 らに打ち勝たざるべし。而 して，

誠に主なる神1ま汝 らρ前 より暗闇の力

を追い払い;=汝 らの為と神の御名の栄

光のたあにもろもろの天をも震し働 か

しめん。主なる神力塞 の夘 く言うる わ

れは彼 に霊感を与 えて，善を為すため

に大いなる力を以℃シオンの大事を推

し進めしむ6・唖 自(教 義と聖約21：5

-7)

イ弊スぢ キリス トの御名によりて申

し上げる。、ア㍗メこン。

末 日聖徒 イエス ・・キ リス ト教会第144回

年次総大会，神 権者大会1こおける説教 ，

看

稿
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4，580

己1
，127

凹5
，707

ア ロ ン神 権 者 ， メ ル ケ ゼ デ ク神 権 者総 計 ・・ …812，868

伝 道

支

口'

部1数

計

108

補助組織登録会辱数

.部 数

教 会"員'数

ス テ ご キ部内

伝 道 部 内

合 計

1，817

2，856，210

465，346

会員数 の増加

幼 児 祝 裾 数

3，321，556

68，623

48，578

79，603

扶 助 協 会

日 曜 学 校

785，000

アロン神権MIム(YM)

1アロン擁M五 岬w)

2，5649134

初 等 協 ヱミ コ

メルケゼデク神権MIA

福 一 祉 計 画

被 援 助 者 数

雇 用 者 数

子供めバプテスマ数

求道者のバプテスマ数

∵ 一17!・37乳取

o夢

471，538

625，000

10きb160

労働奉仕日数累計

福祉操業日数累計 ゼ

16，159

154，306

一 般 統 計(ス テ ー キ部 か らの資 料 に基 づ く)

出 生 率(1，000人 当 り〉 、

・結 ：婚 率(1 ，000人 当 り)

死 亡 率.(1，000人 当 り)

25，β4

14.72

.4..91

4，756

系 図 協 .会

， 神 殿 儀 式 の た め に処 理 しな 名前 の 数 、、. 、2，マ18，4211

、1年度 内 に27幻 国1に孝『町 て マ イ・ク旦 フ1鳴ル 胞 に収 録 さ

れ た 系 図記 録 は ，24，287，00dメ ー トル の長 さ と な り

..『 μ は300頁 の本 で3，801，373冊 に梢 茸す る。

神
アロシ神権者

執

教

祭

合

権

計

事

師

司

ユ04，549

102，924

164・ §68

408，14i

神 殿(わ'儀]τ 式9

15の神瞭で執行された儀式数

生

死

者

者

71，555

合 計

"
メ ル ケ ゼ デ ク 神 権 者

長.已.： 老

'七 十 人 こ

、∴腕 二大 ・・：祭'司

280，351

24;・490・

99う886・

教 会 の 学 校

在籍者数(イ ンスティチュー ト，

を含む)

』

8183も ，'℃レ14

8，907，599

セ ミーナ リ ー ・

307，086
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教 会 の 若 人 を 導 く神 権

1974年 のMIA中 央大会の最終 日にあたる6月23日(日 曜

日)の 最後の集会で，キンボール天管長なアロン神権MIA

の名称 と組織の変更を発表 した。これにより神権の持つ役割

がまた新たに重要視 されることとなった。

キンボール大管長は，アロン神権者な らびに同年齢(12歳

から璋歳)の 若い女性の指導組織の変更により 「さらに多 く

の神権者の参画 と密接な指導が得 られるようになるだろう」

と前置 きして次めように語 った。.私たちはこの責任を，啓示

に基づいてアロン神権の会長会を構成 している管理監督会に

直接委譲 した。」

これにより相互発達協会(MIA)と いう名称は廃止され

若い男性の.組織は 「アロン神権」と呼ばれる。

キンボ仁ル大管長はさらにこう語った。 「主は12歳か ら18

歳郎 の若い雄 のたあの新 しい組繊 啓示 され牟・ この組

織ば 『若い女性』 ζ呼ばれ る。そ，セて稼;女たちは管理監督会

力・榊 牌 よる指軽 受けμ 声，になるだろう・・

また，アロン神権 と若い女性合同の活動の夕べは，今まで

MIAが 開かれていた夕べに行なわれることもつけ加えた。

キンボール大管長はこの新 しいプ仁グラム年おいτ壁督 と：

副監督が重要な位置を占めることを強調 し・監督会炉アロン

神権の定員会集会に限 らず活動の夕べに.も参加するように力

説 している。 「この活動の場 こそ，あなたがた兄弟たちがす

べての時を若人と共に過ごすべ きところなのである6こ の責

任を他人に委譲することはできない。

最 も大切なのは，監督が，その第一の主要な責任がワー ド

部 に集 うアロン神権者 と若い女性の上にあることを自覚する

ことである。」一ギンボ」ブレ大管長はこう語 り， この点に関 し

てス子一キ部長が藍督を訓練する責任を持 っそいることも指

摘 した。 . .∫r=㌔ ぐ
「私たちが意図す るどころは，』中央でもウー ド部で も同じ

ことだが，アロン神権者と監督会の間に他の人を立てないと

いうことである。 もちろんステーキ部長会や他の成人会員が

監督会を援助することはある。

私たちが望むところは，私たちカミメルケぜデク神権定員会

に奮起を促 しているのと同じように，.ア ロン神権定員会にも

真剣にそ，2)職務を果たして欲 しいといラことである。

現在教会が直面 している3つ の重大なチャレンジは，第1

に青少年が教会から離れずに信仰を保ち続けられるようにす

ること。第2に あらゆる国民に福音を宣べ伝えること，、そ1し

て第3に 積極的に教会の活動に参加 しようとしていない父親

に働 きかけること(私 たちが長老見込み会員と呼ぶ人々もこ

れに含まれる)で ある。この3つ のチャレンジは互いに交錯

しあっている。教会に来ていない青少年で，父親がやはり教

会に活発に参加 していないというケースがかなりあるか らで

ある。

不活発 と無関心のサイクルは父親から息子へと循環するサ

イクルである。そして今 こそ教会が一一斉にこのサイクルを打

ち壊さなければならない。私たちはさら：に多 ぐのアP≧ 神権

を持つ若者に手を差 し伸べ，彼 らを支えるべきである。そし

て彼ちが伝道に召され，神殿で結婚するにふさわしくなるよ

うに助けなければならない。それと同時に，さらに多 くの父

親，・将来の メルケゼデク神権者にも手を差 し伸べ，支えなけ

ればならないのである。この父親 と若人の間の無関心 と不活

発のサイクルがもたらす弊害のひとつは;独 身の姉妹の数が

増加するということである。その中には勇敢で忠実な姉妹 も

多 くいる。

私たちは，福音が真実であることを生活に応用す ることに

よって知 る必要がある。友のために，また神のために働 くと

きに，私たちはまさにその努力と行為により，さらに忠実で

清い抹態に保たれるのである。 、

もし教会の大々的な飛躍を望むならば，家庭は言 うに及ば

ず，アロン神権定員会やメルケゼデク神権定員会，そして女

性のプログラムにおいて，教会員に福音を隼活に取 ゆ入為多

よう融えなければならないのである。

もし私たちがメルケゼデク神権者やその見込み会員，また

アロン神権者や若い女性に対するチャレンジに同時に応える

ことができるならば，私たちの家庭には愛 とやすらぎがもた

らされ，そこで私たちは一人一人に備えをさせ，やがて全世

界に福音をもたらしジ神殿で結婚 し，'立派な家庭を築 くよう』

に導 くことがでぎるのである司
'
ビクター ・：L・ブラウン管理監督は，アロン神権MIAに

おける変更に関して，次のように詳細に'わた り説明 してい

る。

「リー大管長は，教会に対 してアロン神権MIAを 揖起 し

た際，終局的には全体の組織機構か ら考えて何が しかの変更

を加える必要があることを示唆 した。それが今，霊感を受け

た指導者スペンサー ・W・ キンボールのもとに，青少年の組

織内での調整 という形で現われてき#の である。 との調整に

タり責任と権能の経路は短縮され，また判然 としなかった部

分もな くなり，12歳 か ら18歳までの全青少年に対する責任が

監督の双肩にかかることとなった。

私たちはこのプログラムが何 ら新 しいものではないことを

認識すべきである。強調 したいのは， プログラムには全 く変

更がない し，ステーキ部およびワー ド部の段階での組織の変
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更も最小限で，また現在使用 しているテキス トや指導方法 も

以前のものをそのまま使用することができるということであ

る。

さらにこのプログラムに参加する人々も変わ りなく，指導

者の責任の内容も現状のままであり，ただひとつキンボール

大管長が中央アロン神権MIAの 再組織のときに提示したよ

うに，名称のみが変更される。

新 しい名称は 『アロン神権』と 『若い女性』であり，MI

Aと は呼ばず， 「アロン神権と若い女性の活動の夕べ」 と呼

ぶ ことになる。

またこの活動の夕べに関する責任の変更はない。

さて，アロン神権 と若い女性の中央の組織を見てみょう。

この新 しい機構は管理監督会によって管理 される。主は管理

駐督会をアロン神権の会長会と称された。

さらに大管長会により，12歳 か ら18歳までの若い女性 に対

す る責任 も管理監督会はアロン神権の会長会として，アロン

神権者 と，同年齢の少女たちとを管理することになる。

アロン神権の中央組織は，管理監督会，専任の召しを受け

て働 くアロン神権実務部長，ならびに以前の中央管理会と同

じ機能を果たす。神権指導者による委員会 とによって構成さ

れる。

若い女性の組織は，本質的には以前 と同じ状態 で 存 在 す

る。そ レて従来の指導者は若い女性の委員会 として活動する

ことになるb　 d・

若い女性の会長会は讐理監督会から神権による管理を受け

る 。」

以上の変更は，ヤングアダ)レトやスペシャルインタレス ト

のためのメルケゼデク神権MIAに 対 して何 ら影響を及ぼさ

ないものである。

大 管 長 会

管 理 監 督 会'
り

覧

H・ バ ー ク ・ピー タ ー ソ ン監 督 ビ ク タ ー ・L・ ブ ラ ウ ン監 督 ボ ー ン・J・ フ ェ ザ ー ス トー ン監 督

第 一 副 監 督 管 理 監 督 第 二 副 監 督

(教 師 ・マ イ ア メ イ ド) (祭 司 ・ ロ・一 レ ル).・ (執 事 ・ビ ー ハ イ ブ)

，曽

i一 .、
'F鴨. '鷺

犠

若い女性中央会長会 r

・噛ア ・ ン神 権 実務 部 長

チャ イル ド

ホー テ ン ス ・H・ ル ー ス ・H∫ ・

フ ァ ン ク

了 一ア ス ●

G・ カ ップ

}

ル ロ ン ・G・ グ レイ プ ン
〒 憎 町 層'一 ，

「--

F▼.

{一L 胃 ， ，，

1

一

一 」甲 巨乳i

9

;

」-一- ， 一a.← 甲}

膚.，

エ リザ ベ ス ・E・ ウ タ 肖 ナ ・.C・ ，

.ペ ギ ー ・S・ ホ 、 デ ィ ー ・F・ ア メ ル ビ ン ・C・ .ジ 鉛 ≒ム ス10・

シ モ ン ズ
テ ィ モ シー

マ イ'ア メ イ ド委

ガ ン

ビーハ イブ委 員

ンダ ー セ ン グ リー ン メ イ× ン

ロー レル委員 長
員長. 長 祭司委員長 教師委員長 執事委員長

委 員 会 委 員 噛 会 ト 委 員 会 委 員 会 委 員 ・会 委 員 会

噌声

..，… 騨7'A-o， ラ凸r'P .r、，ぱ.w"r--'℃'"
'

ρ

一

`
・ふ

'活 動 委 具 会 』

一 ーハ 胴一

ア・γ神樺と1若τ渡 性あ，中二央役員会
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ステ「キ部 暑膿 糧組 織
.

ズ テ ー キ 部'長 会

副 ス デ ー キ部 長 『-'『9ス テ ー キ部 長 副 ス テ ー キ部 長

ス テ ー キ部 長 は ス テ ー キ部 ア ロ ン神 権 お よ び若 い家 惟 委 員 会0委 員 長 、』副 ス テ 山 キ部

圭三は 副 肇 員 長 ≧・な る茸;.・.「 ・;・ 一・;・

若 い 女 性 デ ィ レ ク タ ー

ロ ー レ ル ・ ア ド バ イ ザ ー

マ イ ア メ イ ド ・ ア ド バ イ ザ ー

高 等 評 議 員 デ ィ レ ク タ ー

高 等 評 議 員

祭 司(エ クス プ ロー ラー)ア ドバ イザ ー

ステー キ部 ア ロ ン神 権

お よび若 い女 性委 員会
ビ ー ハ イ ブ ・ ア ド バ イ ザ ー

高 等 評 議 員

教 師(ベ ン チ ャ ラ ー)ア ドバ イ ザ ー

高 等 評 議 員
執 事(ス カ ウ ト)ア ド バ イ ザ ー

書 記(YW)
書 記 、・

スデ ー キ部 書記 補 助

奉 仕 お よ び 活 動 委 員 会(最高
3名)

専 門 家(必 要に応じて)

ス テ ー キ部 青 少 年 委 員 会
(必要に応じて青少年の代表者)

ワー ド部
ブ ロン神権 組

若 い 女 性
織

剥 監 督-〈教 師
、嘆マ イ ア メ イ ド)

㍗ ン神 権 会長 会
監 督

(祭 司 ・ロー レル)

副 監 督

(執事 ・ビーハ イ ブ)

ロ ー レ ル ・ ク ラ ス 会 長 祭 司 グ ル ー プ リ ー ダ ー

マ イ ア メ イ ド ・ ク ラ ス 会 長 教 師 定 員 会 会 長

ビ ー ハ イ ブ ・ ク ラ ス 会 長 執 事 定 員 会 会 長

若 い 女 性 会 長 ア ロ ン 神 権 デ ィ レ ク タ ー

ワー ド部 ア ロ ン神 権 お

よび若 い女 性委 員会
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ロ ー レ ル ・ ア ド バ イ ザ ー 祭 司(エ クス プ ロー ラー)ア ドバ イザ ー

マ イ ア メ イ ド ・ ア ド バ イ ザ ー 教 師(ベ ン チ ャ ラ ー)ア ドバ イ ザ ー

ビ ニ ハ イ ブ ・ ア ド バ イ ザ ー 執 事(ス カ2ト)ア ド バ イ ザ ー

書 記(YW) 書 記

奉 仕 お よび活動 委 員会

(最 高3名 〉
.

博 門家(必妻に応じ苅

監督の青少年委員会
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